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(予定時刻)

9 : 0 0 

9 : 1 2 

ヲ:2 4 

9 : 3 6 

9 : 4 8 

講 演 男夏 目

第一会場・午 前 の 部

1. 山羊の誘起泌乳VCj;，-.ける搾乳開始時期の差がその後の乳量辛子よび乳成分VCj;，-.よ

ぼす影響について

(帯広畜大)0新出陽三・高橋繁男・紀ノ本正-

2. 脈波に現われためん羊の刺激忙対する反応、

(帯広畜大)0左 久・青山明政・林 俊克・

鈴木省=

3. 飲水量による緬羊の第一胃内温，採食量長よび排尿量の変化

(酪農大)西埜 進

4. 放牧家畜の生理・生態監視用テレメーターの試作と応用

生体電気の電送用FM送信器の試作と心拍数

(新得畜試)0岡本全弘・(新得富村牛中学)田口礼造

(新得畜試)渡辺 寛

5. 乳牛の採食速度と阻しャ〈活動との関係

(帯広畜大) 0鈴木省三・石垣二三夫・左 久

1 0 : 0 0 6. 高水分サイレージに対する乳酸菌 (Lac七obacilJu8 Plan七arurn培養液)の添加

1 0 : 1 2 

1 0 : 2 4 

1 0 : 3 6 

効果

〈北農試草地開発第 1部)高野信雄・山下良弘

一上 昇・山崎昭夫

ス 第 3報細断処理・水分水準がサイレージの品質K及ぼす影響 有機酸と飼

組成の経時変化

(北農試畑作部)八幡林 芳・ o名久井 忠・岩崎 薫

8. 窒素施用量が高，中水分草サイレージの品質，消化率b よび養分摂取量に及ぼ

す影響

(新得畜試)0和泉康史・岡本全弘・大森昭治

虫 サイレージ発酵K関ナる研究

N 圧搾処理Kよる搾汁液の量または濃度と成介の相違とサイレージ発酵

(新得畜試)目谷義夫
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1 0 : 4 8 1 0 サイレージ白 2次発酵や機す悼10の解析とそD坊止

(第 1報)変敗し サイレージのヌクリーニング

(北農試草地開発第 1部)0山下良弘・鳶野 保

山崎昭夫・三上 昇

(北大農)佐々木 博

1 1 : 0 0 1 1. 試作スチーノレ気密サイロの機能とその刺弔上の問題点Kついて(その 2) 

1 1 . 1 2 1 2. 肉豚K長ける穀実サイ Lイージ(麦類)の利用性

第A報 穀実の含水率と消化率の差異

(滝川l畜試)0米国裕紀・杉本亘之・大畠国雄・ -

E ・所 和 暢 ・ 宮 川 浩 輝

1 .1 : 2 4 13. 肉豚K会ける穀実サイ Lイージ〈麦類)の利用性

第 5報 穀実サイレー|ジの給与割合と肥育効果

裕紀・所 和暢-

E 

1 1 : 3 6 1 4. 十勝地方陀かける組飼料!の品質に関する 2，3の考察

1 1 4 8 

1 5 : 0 0 

1 5 : 1 2 

1 5 : 2 4 

1 5 : 3 6 

崎 薫・名赤井 忠

(新得畜試)石栗|敏機

第 1会|場・午 後 の 部

1 6. でんぷん廃液散布牧草摂取牛の乳質bよび牛体Kなよほす影響Kついて(1)

(帯広畜大)0祐川金次郎・三浦弘之・三上正幸

1ス でんぷん粕多給の影響卦よび窒素源補給としての尿素の効果

(帯広畜大)0松岡 栄・横島貞雄・佐藤 握・

藤田 裕・橋瓜徳三

1 8. 反匁家畜K長ける摂取蒼白質と血清尿素態窒素の関係

(滝川畜試)0杉キ亘之・鎗田勝基

1良 子牛K対する 1日1回IT"m乳が発育・飼料の消化・胃の発達Kなよほナ影響

(酪農大)0楢 崎 | 昇・安宅ーラモ・末吉邦康
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1 5 : 4 8 2 O. 子牛に対する育成時の低栄養が，屠体の各部位争よび臓器重量と，その体重比に

及ぼす影響

(北農試畜産部)0今泉英太郎・岡本昌三・四十万谷吉郎

1 6 : 0 0 2 1. 乳用子牛の育成時になける栄養水準がその後の生産性陀及ぼす影響

1 同月令交配群の 18ヶ月令までの成長

(北農試畜産部)0岡本昌三・今泉英太郎・四十万谷吉郎

1 6 : 1 2 22. U甫乳期Kなける乳用種雄子牛の初期発育と増体効率の関係Kついて

(帯広畜大)0藤田 裕・近藤知雄・松岡 栄・

橋瓜徳=

• 16:2423 ホ Jりイン雄子牛の育成・肥育

• 

第 5報 5シーズン放牧・仕上肥育

(北大農)0小竹森訓央・高木亮司・広瀬可恒

1 6 : 3 6 24. 肉用牛の放牧適性品種選定K関する試験

1. 放牧育成牛の体重の推移
.: 雪、"'.:;1;晴'・ー

(新得畜試)渡辺 寛・永田俊郎・太田-三郎・

谷口隆一・及 111 寛

1 6 : 4 8 25. 肉甲牛の放牧適性品種選定に関する試験

2. 放牧牛の採食行動

(新得畜試)渡辺 寛

(肉牛研修生)新名正 勝・ 中家 靖夫 ・背 戸 時

(帯広畜大)光本孝次

1 7 : 0 0 2 6. 積雪寒冷地帯Kなける肉用牛の簡易越冬K関する試験

(新得畜試)0細野信夫・荘司 勇 ・ 永 田 俊 郎 ・

工藤卓二・八回忠雄
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第 2 会場・午前の部

(予定時刻)

9 : 0 0 27. mice工工ercooein と

(帯広畜大 )OLI三上 l正幸・三浦弘之

9 : 1 2 28. カゼインミセJレの形態構造K関する研究

W ミセノレ構成微粒子ム離方法

(酪農大 ).0安藤功一・遊佐孝五

9 : 24 2虫 レンニン不溶化への試み

(北大，酪研)島崎 1敬一 ・山住哲一%金丸義敬

O有平俊六郎

9:36 30 加糖れん乳の各種保存温平忙なける流動性の変化

9 : 4 8 

1 0 : 0 0 

1 0 : 1 2 

1 0 : 2 4 

1 0 : 3 6 

1 0 : 4 8 

(雪印乳業技研)阿彦健吉。那須とも子 o高橋

五十嵐清一郎

31. 畜産冷凍食品の微生物相!とその汚染源Kついて

.:瓦>.-.: C帯広畜大)0三浦l弘之・三上正幸

32 卵白の脂質Kつhてh041 l 
(帯広畜大)0佐 公輔・根岸 孝・藤野安彦

33. 豚肉の脂質成分Kつ

(帯広大谷短大) 添博彦

(帯広畜大)藤野 安彦

34. 牛肉の風味についてのー知見

(新得畜試)渡辺 寛・永田俊郎

(道開発局)湯 /11 邦 一

35. 北海道Kお冶ける最近の生乳成分について

(北酪検)0笹野l 貢・大沢貞次郎・岡田迫徳

36. バルク

健・
• 

• 
(北酪検)渡辺康夫 o矢部輝夫・須貝英彦・小西陸夫・

岡田迫徳

1 1 : 0 0 5ス 乾乳時乳房内薬剤注入Ivcよる牛乳房炎予坊並びに治療試験

2. 

(帯

1 1 : 1 2 38. 牛の発情期忙なける行動様式と授精時期

ーらー



(酪農大)0高 橋 茂・平尾和義

1 '~1、: 24 3虫 ホJレヌタイン種牛被毛中無機物含量Kついて

2. 季節，年令，妊娠陀よる被毛中無機物含量の相違

(北農試畜産部)0四十万谷吉郎・岡本昌三・今泉英太郎

1 1 : 3 6 4 O~ ストーノレ・パーンに長けるカウマ 4 トの敷料効果Kついて

(新得畜試)0曾根章ラ モ・塚本 達・峰崎康祐

11:48 41. ウズラ血液の単球と赤血球の微細構造について

(帯広畜大)0山田純三・山下忠幸・三須幹男

• 第 2 会場・午後の部

〈予定時刻)

1 5 : 0 0 42. 乳牛の量的形質K対する統計的分析

V 1 9 7 1年全北海道ホルヌタイン共進会の入賞傾向

(帯広畜大)0光本孝次 。三 好俊 三

1 5 : 1 2 43. 乳牛の量的形質に対する統計的分析

W ホJレヌタイン種雄牛の成長曲線の推定Kついて

(帯広畜大)光本孝次 o三好俊三・若林敏継

1 5 : 24 44. 乳牛の量的形質K対する統計的分析

四 ホノレヌタイン輸入雌牛の体型金よび乳房のイメージについて

(帯広畜大)光本孝次 o五十嵐 正・松村信雄

1 5.: 3 6 45. 乳牛の交配組織にヨハて

I 十勝ホノレヌタインの近親交配の可能性

• (帯広畜大)光本孝次 o山口憲作・三好俊=

15:4846; ホノレヌタイン!tL$"ける赤色系劣性遺伝子の拡散Kついて

(帯広畜大)光本孝次 o村田伸夫・三好俊=

16:00 4Z 卵殻色と産卵形質との関係について

i 卵殻色の指標と測定方法Kついて

(滝川畜試)0田村千秋・田中正俊・高橋 武
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般講演要

第一会場

ヒコ
日

1 山羊の誘起泌乳における搾乳開始時期の差が，その後の乳量および乳成分に及

ぼす診響について

(帯広畜大)0新出陽三 ・ 高 橋 繁 男 ・ 紀 ノ 本 正 一

目的

. 泌乳附する乳房からの乳汁排除の役割問問るため，山羊を用いて髄泌娘験を行左

• 

:。た。

方法

供試動物はザーネン種処女山羊 5頭である。左乳区の搾乳はホ Jレモン処理と同時に開始し，右乳

区ではホルモン処理中止後K開始したo ホノレモン処理はヘキソステローノレ 0.5m g/日， プロジェ

ヌテロン 70 m g/日から始め，左乳区の乳量K応じて増減したo ホルモン処理期間も，左乳区の

乳量Vてよって異在ったが，長〈て 121日，短い個体でも 107日であった。

結 果

① ホノレモン処理中止日 Uてないて，左乳区の乳房が，右乳区より発達していた。② ホノレモン処

理中止直後VLj;，-"いて，両乳区とも乳量が増加したが，右乳区K較べ左乳区の増加が急激であった。

③ ホルモン処理中止後，左乳区が右乳区よ b早く最高乳量K達し，右乳区が最高乳量K達する以

前K乳量の減少を起こす個体があったo④ 一方，他の個体では，ホノレモン処理中止後，右乳区の

乳量の増加が鈍<，乳量は左乳区の一半分程度であった。とのような個体では，左右乳区とも最高乳

量到達時期が明確で左(，両者K差が認められ左かったo⑤ ホノレモン処理中に本格的左泌乳が始

まったと考えられる個体では，ホノレモン処理後左乳区の乳量は増加したが，右乳区はほとんど乳量

の増加が認められまかった。⑤ 全蛋白質，カゼイ γ，乳糖長よび脂肪の乳汁中含有率は，ホルモ

ン処理中止直後を除いては，左右両乳区とも同じ傾向を示した。

以上の結果から，泌乳初期の乳量の増加に対する乳房からの乳汁排除の役割が大きいととが明ら

かと左ったo乳房からの乳汁排除は乳汁分泌の開始を促すとともに，泌乳初期の乳房発達を促進す

るものと推察されたo
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2 脈波に現われためん羊の刺激に対する反応

(帯広畜大)0左 久，青山明政

林 俊克，鈴木省=

目的

動物の凱辰に触れると動脈内圧の上昇，下降が感知できる，との動脈内圧の変化によって起とる動

脈の膨脹・収縮は容積脈波とまって表われるゥ容積脈波の測をは最近，臨床医の問で広〈行左われる

ように左9，心機能の診断を含む広汎在分野にわたっての有用性が確認されてきた。演者らは人体用

として市肢されかる脈波計を家畜へ閉してi 定した脈波測定の可能性を検討し，刺激を受けた.

動物の反応剖脈波Kどのように現われるかを知ろうとした。

方法

実験にはめん羊2頭を用い， 1頭ずつペン忙収容し，乾草，水を与えた。
‘ 

脈波をとる部位は耳，後肢，頚部の 5か所を選び，与える刺激は「爆発音Ji飼料を見せるJi皮

膚に刺痛を与える」の 5つで実験を行在ったo

脈波測定K用いた装置は脈波ピックアップMPP-2型(日本光電 KK製)，増巾器RD丘一 2型，

b よびペン書きオシ bグラフであるo脈波ピックアップMP P-2型は反射式光電脈波計で，人体用

K作られているので家畜K用いる場合は被毛を除毛クリームで除去し，光電管部に外から光が漏ら左

いよう陀黒ピエーノレテープで完全に覆う必要があった。

結果

i )耳から脈波をとる場合は後耳介翻辰から 5つに分校している耳介枝の上Kピy クアップを装着

すれば記録がとれるO しかι，耳介は母物が体を動かすと細かく振動し，激しく動く時はピック

アップの保定が難かしくて長時間の測定は困難と思われた。 ...山.-'・

ii)後肢の腔部からも脈波をとることができる。との場合ピックアップは外浅底側中足劉辰上の皮

膚K保定され左ければ左ら左い。後肢の動きは耳介のそれに比べて一定方向左ので足の運動によ

って記録が乱れても解読は容易で，またピックアップの保定が耳の場合よタも確実に行なえる利

点があb，比較的長時間の測定が可能である。

iii)頚動脈 jレープを作9，ノレープの内側から脈波をとる方法はピヴクアップの保定が確実で，体の

動き陀よる脈波の乱れはほとんど表われ左い。しかし，大き左動脈の脈波をとっているので刺激・

陀対する筋肉や皮膚の緊張の状態を知る手段とわ左タ得左かったo

!の耳介や後肢からとる脈波は刺激K対する動物の反応を表現しているものと思われたo

特に「爆発音Jの衝激を与えた場合陀脈皮のそれに対する反応、は明確で，その後徐々に緊張が

-10ー
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解け正常状態K戻る様子が脈波の記録Kも表われ，さらに，教団連続して衝激を与えた場合K

は動物の「慣れJVCよると思われる適応の様子が観察されたo

3 飲水量による緬羊の第一胃内温，採食霊および排尿量の変化

(酪農大) 西埜 進

目 的

離乳子牛の飼料K対する最適の飲水量を知ろうとして，前報では，飲水温度による離乳子牛の自

由飲水量とその影響を述べた。そとで，本報では緬羊の第一胃内注水によ..!?，飲水量と生体反応と

の関係を明確にとらえようとした。

方法
デでニニ士二二品OII'!i芳海

供試した緬羊は第一胃フィヌテノレをつけた 2才令のコリデーノレ種・ 2頭である。 1頭当 b飲水日

量をし 2，3K~の 3 水準とし，温度 5 .Cの水を第一胃内(約 18 C71I. )にフィステノレから 1日1回

注入した3

実験じでは，注水量による第一胃内温(約20 cm ) ，直腸温(約8cm)会よび心拍数の変化を，

1回5日閣の 3日目 K測定した。との間， 1頭当 b配合飼料日量を 0.1K9あたえ，採食開始1時間

後K第一胃内注水を実施した。

実験 2，では， 1回の試験を 13日間として， 6 -1 2日陀は採食量長よび排尿量， 13日自に

は採食時間を測定したo この間， 1頭当b配合飼料日量を O.3均としたほかは，実験i.と同様K実

. 施した 0

・ー」畠に果

1)第一胃内温: 第一胃内注水前は 4O.C前後であったが，注水開始2分後Kは最低温度の

30， 19i."よび1o"Cに降下した。その後，経時的に回復し， 3 8.5 .CVC戻ったのは注水 50， 

1 10長よび140分後であったo との問， 3 5"C前後までは比較的K速く， 38.5.C前後までは

徐々の上昇傾向であった。

2)直腸温: 第一胃内注水前は 38-3 8.5.Cで，第一胃内温とは約1.5
0

Cの差であった。注

水開始後の変化は第一胃内温よ b遅(，最低温度の37.7，37.0お3 よび 36.8.Cは30， 

4 O:jテよび60分後であったo 3 8‘.CVC戻ったのは 80， 180i."よび21 0分後であるo

3) 心拍数: 第一胃内注水 1時間後は注水量による減少が大きしその後1.5時間の減少傾向

も同様に変化した。
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4)採食時間: 第一胃内注水 5時間後の乾草採食時間の割合はs 注水量陀ともまって35 J 6 2 

持よび 70%と多〈左J?，採食活動の様相が著しく異左った。

5)採食量: 1日1頭当 b乾物量は注水量によって 0.81 ， 1. 0 8 j;，"よび1.30K9と多く左 b

( pく O.0 1 )， Kjタ 3/乱当 bでも同様の傾向であった(pく 0.01 )。注水量と乾物量とは密接

ま関係Cr = 0.9 7 )があるo しかし，注水量 1IW増すごとの応答量は注水量Kとも在って減少

し，水分:車絢比も高まった(pく O.0 1 )。

6) 排尿量: 第一胃内注水量にとも在って， 0.45， 0.62 j;，""よび1.04K9と多〈左り(pく

0.0 1 )， 注水量とは密接ま関係 (γ=0.95 )であったo 注水量 1均増すどとの応答量は、注水

量にとも左って増加した。

• 
4 放牧家畜の生理・生態監視用テレメーターの試作と応用

生体電気の電送用 FM送信器の試作と心拍数 ..... ーーー長Jの測定への応用

(新得畜試， ~誕新得富村牛中学) 0岡 本 全 弘， 田 口 ネL 造，渡 辺 寛

最近，ラジオバイオテレメトリは急速に発展しつつあJ?，医学，体力科学，野生動物の生態学

等の分野ではすでK広く応用され始めている o 現在のととろ，畜産学の領域忙ないて， テレメトリ

の応用は極めて初歩的左段階Kある。しかし， テレメトリを導入することKょJ?，家畜を拘束する

こと左〈種々の情報を遠隔測定するととが可能とまるので，近い将来には有力左研究方法と左るでi

あろう o さいわいにして，簡単で実用的左回路が数多く紹介されているし，部品の多くは容易VC，

かつ安価に入手Tきる現状であるので，若干の工夫によJ?，実験目的にそったテレメーターの自作

• も困難では左い。

筋電等の生体電気を捕捉，送信する小型送信器を試作し，とれを心T自・?ι~ニニ演者らは心電，

の測定K応用したところ， ほほ満足できる結果を得たので報告する。

試作テレメーターの概要

畜牛を対象としたため，装置の小型化よ bも安定化に重点を長いて設計したo その結果，大きさ

は5x15X3cmと左ったが，工夫すればか左b小型化できるo 試作送信器は大別すると電極，低

周波増幅部冬、よび送信部より左るO 電極として直径2cmの銀板を使用したo 低周波増幅回路Kは温

度に対して安定左電流帰還パイアヌ回路を採用し，雑音防止のため，初段Kは低雑音トランジスタ

ーを使甲したoF M変調Kは可変容量ダイオードを使用し，周波数変移を約 20KHzとしたo発

振回路はコノレピッツ型としたが，緩衝回路をもうけたため，発振周波数は非常陀安定であるo アン

テナとして長さ 80 cmのピ=.-)レ被覆線を用いた際，実用搬送距離は約 10 0 mであった。との際，
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受信器として市販のポータプルラジオを用いた。

心拍与tHts*♀宇の測定

心基・心尖を結ぶA-:-B誘導K準じて電極を装着するととによ_!:)，心電信号を可聴音として聞

くととができ，ラジオの録音端子の出力をテープレコーダー，心電計VC，イヤホーン端子の出力

を心拍数計に入力するととによ_!:)，それぞれ音声，心電図bよび心拍数を記録できたo テレメー

ターを用いるととによ_!:)，心電図の R肢が強調され， P ・T練が低〈抑えられる傾向が認められ

た。

日一面画喧喧園田ー回幽回目白誼ιーーー-ーー-ーーー~ニーー百二一ーーー~ーヰー-
4-ー品叫且ムム』ヰ国与年4←ι一晃士÷で?初寸で士士+←一二ι二ι」止三塁豊島~，

ー一一一 一一 一一

μ51 t c t t tE企年乙士豆長与長ー守二号『ι。

5 乳牛の採食速度と但しゃく活動との関係

(帯広畜大) 0鈴木省三，石垣二三ラわ左 久

目的

乳牛に粗飼料のを時給与を行左うと，その採食速度は最初の 5-1 0分間Kもっとも速し以後

漸減する傾向がみられているo との速度低下の原因として阻しゃく活動がどのよう K関与している

かを探り，会わせて乾草採食時の阻しゃく活動の実態を知るためにとの実験を計画したo

実験方法

ホノレスタイン種乾乳牛4頭をヌタンチオンKつなぎ， 2番刈乾草 8K9を朝夕 2回測定用飼槽K

給与し，各2時間食べさせたo 採食量は飼槽重量の変化を打点式記録計K紙送b速度2，5n/分で

. 融，阻しゃく活動は頭絡にけつけたグージのひずみをベン害き記録問的速度 180n/ 

分で記録させたo 採食速度は 5分どとの採食量，阻しゃく活動は 1分どとの但しゃく回数で表わし

たo実験期閣は予備期 10日，記録 5日としたo

実験結果

(1) 1日の乾草採食景は， 4頭平均 12. 2 :t 2. 4 K9で，各牛とも必要 TDN・DOP量以上を摂

取していた o 平均採食速度は 0.26士0.05K9/ 5分で，従来2番刈乾草で得られた値の範

囲内にあったっまた，朝・タの給飼時間の聞に有意差は左かった。

(2) 1日2回各2時聞に給飼を制限したためか，採食速度の変化は比較的小さく，給与直後の平

均 0.36K9/5分から，終了直前の 0.18 K9/ 5分までゆっく b低下したo

(3) 阻しゃく速度は平均 78回/分で従来の報告とほぼ一致し， 5分どとの平均値では最低75 
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回/分，最高 80回/分で採食末期Kはやや減少するものの採食速度の低下に比べると非常に小

さかった。したがって，探食量・採食道変との関連は少左いと考えら丹守守山.ーち婦

(4) 阻しゃれ回あた Dの採食量は平均O.6 5 9とま.!J，採食速度と同様，採食初期に大きく，以後

ゆっく bと減少する傾向にあった。

(5) 1回 2時間の採食中，始めの 30分間は全〈休まずK食べるが，以後は短時間の採食中断が漸

次増加した。このととから，顎の疲労があるとすれば，それは阻しゃ速度を下げるのでは左<) 

短時間の採食中断の形であらわれるものと推察される。また，採食遮度の定形的低下は，喧しゃ

嚇却時1惇塑守守男緊.警塑鞠炉開明哩雪中伊智噌明開鞍鯉均時間昭和嬉野野管智伊嗣附酬明時職場

申陣地輸血綱同軸鋼職届町輔f~揃離抑制畑輔馳蜘以唱岨'r.~l袖加湖V唱曲嗣持品明骨組問叫嗣跡地問r-~'":~~-e~句切

6 高水分サイレージに対する乳酸菌一一一一…一一一一 . 
(Lactobacillus Plantarwn培養液)の添加効果

(北農試草地開発第 1部) 高野信雄，山下良弘

=上 昇，山崎昭夫

1 9 6 2年十て1.5トン容のコンクリートサイロを用い L.Plan七arum([)添加によ.!JP H，有機酸，

VBN左ど化学的品質が改善され， DM回収率，晴好性も向上するととが認められたo

今回は，さらK原料草の切断方法をかえた場合の乳酸菌添加効果Kついて検討した。

処理は，無添加については，シリンダ型ハーベヌターによる収穫〈平均 1.63cm切断)j;'"よびダブ

ルカット式フレーノレ型ハーベヌターによる収穫(平均 8.01 cm切断)，乳酸菌添加についても同様左

処理で計4処理とし，乳酸菌は予めルーサンミール煮汁V"e2日培養したL.Plantarum菌液1fをグノレコー

ス3009を溶解した15.eの水陀混合して原料草1トン当陀均ーに散布したD原料草はオーチャートラグラス主体の

1番草(平均水分81.6抗出穂始期，収量117 5K~1 Oa)で即日 K収穫同町験は原料草Jイレ . 

-:/，について$めん羊A頭陀よb常法で行った。原料草bよびフレーヅレ切断は給与時にカッターで切断した。給与

試験はホ種育成牛4頭を用い1期4日A期のラテン方格法陀よ b採食量を調査した。

結果

1) 埋蔵密度は，埋蔵直後陀沿いて無添加:シリンダ型jで670，フレー jレ型jでは 46 9，添加:

シリンダ型Jで 689 J フレーノレ型Jでは 489 K9/m3 
( D M 1 1 1. 9， 9 2. 9， 1 2 2. 0 ， 9 5. 8均

/m
8 
)で細切する程埋蔵密度は高かったo排汁損失量は，それぞれ埋蔵生草比8.8， 2. 8， 8. 8， 

5.1 % ( D M埋蔵比 2.6， O. 7， 2. 5， 1. 3 CJら)で細切するほど高い価を示した。次K発酵損失

量は，埋蔵DM比で 1虫6，2 1. 0， 2 5. 3， 2 1. 1 %を示し，乳酸菌添加の方が無添加に比較

L多かった oとれがためDM回収率はそれぞれ 7Z 6， 7 6. 9 J 7 1. 3， 7 Z 2 %で乳酸菌添加
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Uてよる効果はとくに認められ左かった。

2) サイレージの哨倍率は乳酸菌添加による効果は認められまかったが，添加区，無添加区ともフ

レーノレ型の方が高かった。

3) サイレージの栄養価Uてついては一般成分 DCPでは各処理聞にとくに有意の差は認められ左か

ったが TDNでは消化率が高かったためフレーノレ型が勝った。しかし乳酸菌添加による効果は認

められまかった。

4) サイレージの化学的品質は， PHはそれぞれ4.8 7， 4. 5 3， 4. 2 3を示し，乳酸含量は50.9，

6 2. 2， 6 2. 8 ， 7 5. 6 % ，次に NHs-N比 は 44. 5， 4 2. 5， 3 6. 1 ， 2 8. 9 %でいずれも

乳酸菌添加によ b幾分改善された。

5) サイレージのDM採食量は(1日当)呪 21，虫 37， 1 0.'3・3，10.0 3DDM採食量は 6.11， 

6.7 3，ス o9. スo3を示し各区とも乳酸菌添加Uてよ b増加したo しかしDCP， TDN採食

量はとく K差は認められまかった。

6) サイレージの微生物相は添加区が勝って:J:j"JJとくにシリンダ型の方が効果が著しかったo とれ

は細切Kよb草汁の浸出が促がされ，乳酸菌の活動に好影響を与えたものと思われるo

7 第 3報.細断処理・水分水準がサイレージの品質に及ぼす影響ー有機酸と飼

料組成の経時変化

(北農試畑作部)八幡林 芳， 0名久井 忠，岩崎 薫

目的

サイレージ発酵に砕ける物質変化を経時的陀追跡する0

. 方法:

オーチヤードグラヌを 6月9日K収穫し，細断及び無細断に区分して，それぞれ，高水分(8 5 

%) ，中水分 (76%)，低水分 (50%)VC調製した。試料は 2，3，5，8，13，.23，

3 3， 5 1日陀採取分析したo重回帰分析は農林研究計算センタ-V(依頼したo

結果

(1) 有機酸の経時変化:総酸は経時的に増加し. 1 3 自主でVC70--80~ら生成され，その推移

は，水分が高いほど発現速度が早(，かっ，乾物当 b生成量も多かったo また，細断区は，相

対i19VC生成量が多かったo VFA/T-Aは経時的に増加し， V F A中に発現する酸の消長は，

埋i読当初，ほとんど百搬で占められ， 5日目からプロピオン酸が， 8日目 K酪酸が認められたo

以降，各酸とも，増加を続け，高中水分区では，酪酸の生成が急速に進んだ。一方，低水分区
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は，酪酸の生成が少な(，大半は官官襲であったo細断Kよる VFAの差は高水分区で，無細断区

中低水分区は，明確左差が認められまかった。の酪酸が有意に多いが，

飼料成分の経時変化;植物細胞内物質の内，蛋自の変化は，高中水分区の蛋白態-Nの分解が，

7 5.9% (原8日自主でK急速に進み， 8日以後は緩除左下降を示めし，蛋白-N/全-Nは，

料)から 29:-. 3 4 % ( 5 1日)trc::低下したo一方，

(2) 

N H3 -N/全-Nは，逆にO.3 -0.9 % 

5 1日Kは 13-20%に増加したo また，低水分では，蛋白-N/全-:-Nは

52-53%(51日)と分解が少左しかっ， NH3 -N/全-Nは 5-6%(5 1日)と少

量であったo 細断による蛋自分解への影響は，高水分無球団断区が多い傾向を示めしたが，他は，

( 2日)から，

差が左かったo粗脂肪は，経時的K増加し，水舟が高しかっ，細断区ほど，生成量が多く，高

• 8 高水分区は，低水区よ tL10%増加したo 8 C (可溶糖類)は，経時的に減少し，水分区は，

日までに全80の 38"""'59栃消費され，以降 51日までに 75-82%消費したo 一方，低水分

5 1日自に 55-59%の消費K止まった。細断処理の差は明確で左かっ
(2) 

たo細胞膜構成物質(0 W C )では，高中水分区の CWC(1~~経時的K減少したが， ADF の変化

は，緩やかK下降し，

54% (原料)がら 61-66%(51日)(!L増加し

cwcの一部が発酵に利用された結果と推定された。低水分では変化が少左かっ

は認められ左かったo A D F /0 W 0は，

とれは，たが，

た。

飼料成分と有機酸との重回帰:高中水分区の蛋白態---N分解と有機酸の間には，酪酸， VBN/ (3) 

T-Nと負の有合意左偏回帰が認められたo 粗脂肪の増加は，乳酸，酢酸の増加と有意左偏回帰を

VBN/T-Nと負の偏回帰が認められたo低水分区でも80の減少は，現政，示めし，また，

ほほ同様の傾向であるが，重相関は相対的K弱かった。

飼料成分の変化と有機酸生成との重相関

• 式

米う将 来来

Y=1 2.862-1.1 1 0 X1 -1. L1 80 X2 -0.435 X3 -0.278 XJ， 

(-0.25) (ーO.1 2) ( -1. 6 6) ( -0.6 3 ) 

料モ 帯持

主=4. 21 +1. 0 5 0 Xl +2.1 7 2 X2 -0.0 97 X3 -0.0 1 9 L 
( 0.75) ( 0.57 ) ( -0.0 1) ( -0.1 4 ) 

来ヲ将 来ぅlモ
Y=5.2 2-0.859)込+0.01 2 X2 -0.9 1 4 xa -0.1 5 1 X4 

(-:-0.36) (0.001) (-0.006)(-0.65) 

帰回重重相関係数白項

0.8775 

0.9534 

蛋白-N

粗脂肪

高

中

水

分

区 0.9323 。S 

(n=32 ) 

( )内は標準備回帰係数

来ぅ~・・・ Tく 0.01 

Xl =乳酸 X2 =酢酸 X3 =賂酸 X4 =VBN/T-N 

(注) (1)'" Neutral IBterg叩七Fiber in Soluble 

(2) '" Acid De七時的 Fiber
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8 窒素施用量が高，中水分草サイレージの品質，消化率および養分度取量に及

ぼす影響

(新得畜試) 0和泉康史，岡本全弘，大森昭治

-目的

窒素施用台が草サイレージの品質や乳牛Kよる養分摂取量K及ぼす影響について検討した報告は少

左しまだ，明瞭左結論が得られていまいo したがって，高，中水分サイレージについて窒素施用

量の影響を検討したので報告する。

方法

オーチヤードグラス主体の草地vr，窒素 12 K9/ 1 0 a (高水準〉と 5均/10 a (低水準)を

施用し，出穏期(6月13日)に刈取 J?， 同時陀高，中水仔サイレージを調製したっ

採食試駿は，ホノレヌタイン種の乾?聞ニ(平均体重 703I(，g)4頭を用い， 1期 6日間の 4x4ラ

テン方格法Kよb実施し，消化試験は，去勢めん草 5頭を用いて行在ったo

結果

1 )サイレージの品質は，高，中水分サイレージ共通して窒素高水準が良かったが，低水準は不

良であった。

2)粗安白質の消化率長よび DCP含量は，両サイレージ芸局直して窒素高水準が高かったが(P 

く 0.01 )， T D N含量は中水分サイレージにないて差が左<，高水介サイレージで窒素高水

準が有意(Pく 0.01 )に高かった。粗蛋白質の消化率むよび DCP含量は，両窒素水準共通

して高水分サイレージが有意 (pく 0.01 )に高かったo

3 )両サイレージになける窒素高水準と低水準の乾物摂取量は，高水分サイレージ 15. 1 K9， 

• 1 4.0 K5J， 1=t7.k:B-いージ 14.0均， 1 3. 7均であり，窒素施恥よ山含批よって

大差は認められず，統計的有意差は得られ左かったo また， T D N摂取量忙沿いても乾物同様，

各サイレージ間K有意差は得られ左かったが，窒素高水準高水分サイレージが最も多かった。

一方， D C P摂取量は，両サイレージ共通して窒素高水準が著しく多かった (pく 0.01 )。

9 サイレージ発酵に関する研究

N 圧搾処理による搾汁液の量または濃度と成分の相違とサイレージ発酵

(新得畜試) 白谷義大

演者は，サイレージ発憾にbける要因解析の基礎資料を得る目的で，サイ νージ発醇を経時的に
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追求し，興味ある結果を認めているo 即ち，オーチヤードグラスを水分処理した場合，サイレージ発

酵陀長ける乳酸含量は，中水分を境とし，それよ b水分含量が高くとも低くとも乳酸の生成を抑制す

する結果が認められた。また吸引処理による影響は吸引処理の強い区ほど各水分処理による特徴が強

〈認められたのK対し，無吸引処理ではあまり強い特徴は認められまかった。一方，アカタローパを

供試材料とし，水分処理した場合，いずれの処理区とも高い乳酸含量を示し，水分成理による影響は

オーチヤードグラヌほど強〈は認められ左かったo また吸引処理陀よる影響は，いずれの水分処理区

とも吸引処理の強い区が非常に高い乳酸含告を示した。との要因は第 1陀plan七 juice流出時間の相

逸第2KT-ユan七 おiceの量，または濃度と成分による相違，第 3Kはサイロ内条件の相違の 5つ陀

大別出来る。今回は第 2の点， plant juiceの量，または濃度と成仔との相違による影響を明らかに

し，サイレージ発時~j;-.ける要因解析の資料とするととを目的としたコ

その結果，ォーチヤードグラヌ搾汁液添加区，アカクローパ搾汁液添加区とも搾汁液の添加畳が同

じ場合，明らかに濃度の高い区で活発左乳酸発[捧・が主?と左われ，さらに添加する搾汁液の濃度が高け

れば添加する量が少号であっても活発を発砕を示すととが認められた。一方，添加する搾汁液の濃度

が同じ場合，明らかK添加する量の多い区で活発左乳酸発呼が認められたo また酪酸では添加汁液の

濃度が低い処理区全てで活発左酪酸発障が認められ，比較的濃度の高い区にかいて酪酸が少左かったo

とのととから考えると.ォーチヤードグラヌ忙ないては，予乾処理により，細胞内の水介減少と植物

細胞膜の filter作用が強められるととから，結局， plan七 juice の濃度が高められ，特~ plan七

jUiC8が濃度的，奇的陀めぐまれた中水分区で最も活発ま乳酸沼津がb と左われ，次で濃度的K最も

高いが流出量の最も少左い低水分区，流出告は多いが，流出液の濃度が最も低い高水分区のj煩によっ

たものと考えられた。一方，アカクローパにおミいては，ォーチヤードグラス陀比較し，搾汁液の量，

または搾汁液中K含有する可溶性炭水化物がいずれの圧搾処理陀よる場合~j;-.いても多いとと，また

予尚乾処畑理.g&川川吸即附ヲ引l附 ω 電気抵出抗姉値料岬鴇靴一陀雌仙低伽いととMω治

ち，予乾処理Kよる影響がオ一チヤ一ドクグやラヌの場合ほどの影宅響事をあたえ左いものと考えられ， した

がってplan七juice流出量の比較的多い区ほど活発左現政発L停を示したoまた全般的にオーチヤード

グラヌより多い乳酸含量を示したっ
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10 サイレージの 2次発静桟序の解析とその防止

第 1報 変敗しやすいサイレージのスクリーニング

(北農試草地開発第 1部) 0 山下良弘，鳶野 保

山崎昭宍，三上昇

(北大農〕 佐々木 博

目的

各種処理を施して調製したサイレージを，好気条件下に置き，化学成分，微生物相の遷移から変

敗しやすいサイレージの類別とその変敗の進行過程を究明する。

処理

オーチャードグラス主体の 1番草を 50-70%に予乾し，生育時期，切断法，添加物(酸.坊

パイ剤)，異物混入，加熱，サイロ型式左ど各種の処理を加えて， 2 5種のサイレージを調製した。

とれからのサイレージをそれぞれポリバケツ 4個づつにつめかえ，ピエーノレフィ Jレムで軽〈蓋を

して， 1 9.Cの室内陀置き，つめかえ後 0， 1， 3， 5日自に調査したo 5日自主で陀変敗が進行

し廃棄に刈ら左いものは，その後，廃棄に到るまでの日教を調べた。

結果

① サイレージの水分が 50-60%の場合，サイロ開封時のPH，有機酸組成左どの品質と取

り出し後。品質安定性とは一致し左かったo ② むしろ， PH，略酸， N H3 - N含量の高いもの

の方が， ~ Hが低く，品質良好-左サイレージよ b取り出し後，長期にわた b変敗し左い例が多かっ

た。③ ホノレマリン C1 0倍液を容積の 1/1000 )，プロピオン酸 cO. 5 ~ら)添加サイレージは取

り出し後。変敗がほとんど認められ左かった。 HcfC2N.Hυf3%ら)，蟻酸(0.4 5 %ら)添

. 刀加肘日げ附サイυレ一、ジジ壮は悶は良好山で吋あつた制叫訪

存性との直接的関係は認められ左治かミつたつ⑤ スチ一 jルレ気密サイロで調製したへイレ一ジ(開封直

後で左〈心，すでK長期間取b出し給与が左されているときの，へ¥イレ一ジ)は，降母，好気性細菌，

かび左どの菌数が多く，取b出し後の変敗は著しく速かったっ⑤ 取b出し後の変敗の進行陀とも

在って発生して〈るカピ伏の白斑は，ほとんど酵母であり，酵母が変敗の誘発，進行に大き在役割

をはたしているととが認められたo⑦変敗が進む陀つれ，かび，好気性細菌も増殖し，酪酸菌が

増殖する場合もあった o⑥ 変敗の進行Kともま「て乳酸が減少じて PHが高〈左る場合が多かっ

た。しかし，それほど変化し左いまま変敗が進行する例も認められた。酢酸は揮発による影響もあ

ると考えられるが，変敗の進行とともに減少した。
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11 試作スチール気密サイロの機能とその利用上の問題点について

(その 2) 

(北農試畜産部) 0荒 智，西部慎三，北村方男

目的

北海道の酪農も多頭数飼育の傾向を顕著に示している。多頭数を飼育するためKはいろいろ左省力

技術が必要にまってくる。搾乳Jて長けるミノレカー，費出しに長けるパーンクリナ左どがそれである。

給餌作業は管理作業の約 15......20~ら K及び，との省力化技術は自動給餌装置である o ボトムアンロ

ーダ付きのスチールサイロはとの点から自動給餌の第一歩であり，一一要素と考え左ければまら左 lρ。

我が国で実施されている自動給餌装置のほとんどが，外国から輸入(導入)されたものであ.bJ その

ー要素であるスチー Jレサイロもほとんど外国から輸入したものである。わが国の飼養条件に適合し左

い面があると考えられるし，高価でもある。したがってわが国の飼養条件に適合して，経済的である

ヌテーノレサイロの必要性は高まっているっこのよう左背景から国産スチーJレサイロを 2基試作し，昨

年度は水介 50......55%と水分 20......30%の低水分サイレージについてのボトムアンローダの機能

と問題点について報告したが， (北農会)今回は牧草の切断長の分布差異と，デントコンサイレージ

vc :10""けるスチール気密サイロの問題点を検討した。

方法

80m3のヌテールサイロ陀昭和 46年の 11月4日.......6日の聞に， 2番草8.4七∞，その上に実取

用のとうもろとし 18. 1七onを埋草した6 100m3のサイロ Kは，昭和 46年 10月13日-16日

の間にデントコーンサイレージ 83七onを埋草した。 80m3のサイロでは牧草の切断長分布す左わ

ち，2ι明以下の切断長が 77%と46%によって，アンローダの収 b出し能力に差異があるかどうか

を調査した。

結 果
o _ 0 0 

80m3のサイロではカツタブームの第 1周白で o....... 9 0 が3.1均/凶n，9 O~ --180 ':';60; 9.3K9/min， 

o 0 0 0 0 0 

180 ";_'230 が2.1K9/叫 n，230 ......270 が1.9ゆVmi n， 27 0 ...... 3 60 まで 2.6K9/m i じで

あ.b.変動巾が大きかったo との変動巾の大きい原因としては，サイロの中でサイレージの密度の柱

が (densi七，yPillar) でき，アームの進行を妨げるためと考えられる。第2周が 13.4 K9/mi n，第

3周が 14.7均'/min，第4周が 16.7 K9/minであった。切断長の分布によって，取 b出し量K

差異はまかったが，切断長の長い草の埋草量が少左〈左かったためとも考えられるつ実取上用コーン

(水仔約 65%)の場合，平均取 b出し量が 52.5 K9/m inであった。

1 0 0 m3のサイロK詰めた高水分デントコーンサイレージの場合は(水分約 80%)カッタアーム

の第 1周が平均 13.9 Kcr/mi n，第 2周が平均 2O. 9均/min，第 3周が平均 58.5 K9/minで‘あっ
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た。デントコーンサイレージの場合は高水介のため可塑性があJ?，コンベアチエンのトラフがデン

トコーンサイレージvr:to~なわれて，カッタアームがかき出したサイレージの出で空転しているばか

りで， コンベアチエンで搬送されてと左いという現象が起きたo 8 0 m8のサイロと同様にサイレ

ージの柱ができアームの進行を妨げる現象が再三発生した。

12 肉豚における穀実サイレージ(麦類)の利用性

第 4報 穀実の含水率と消化率の差異

(滝川畜試〉 o米田裕紀，杉本亘之，大畠国雄

吉本 i.E，所 和暢，宮川浩輝

穀実の含水率が消化率Kお‘よほナ影縛Kついて検討を行在った。

試験方注

体重 50--70K9時のランドレース種 2腹 6頭(去勢〉をクージに収容し，全糞採取法陀よって

消化試験を行在った。飼料は 1日3回給与で，穀実のみを給与したo 試験期聞は予備期 6日間，本

試験期 5日間とし， 3回反復した。試験区仔は低水分区(水分 20.0 6 ~ら) ，高水分区(水分

4 4.62 % )，粉砕区(水仔 16. 0 0 ~ら)の 5 区分とした。用いた穀実は小麦である。

試験活果

1 各戎分どとの消化率を粉砕区，高水分区，低水分区の順で示すと次のとま?りであった。

蛋白質は 84. 0 3 %， 7 3. 9 8 %， 6 1. 7 9 %，脂肪は 6O. 5 8 %， 5 5.2 9 %， 32.65% 

繊維は 5虫86 %， 2 5. 2 2 %，ス 15 %.可溶無窒素物は 92. 7 8 %" 8 4. 1 0 ~ら， 75.5 0 

9ら，全有機物は 8ス78%， 7呪 88%， 7 1. 2 7 %であった。

2. 消化率から 13%水分に換算した栄養価は粉砕区の TDN7Z28. DCP虫88，高水分

区の TDN6虫 67， D C P 8. 4 9 .低水分区の TD N 6 o. 7 4， D C P 6. 8 6であった。

以上の結果から穀実をサイレージに調製する場合tては水分 40%位の時期が良<，水分が 20%

近くに左ヲた場合には消化率が低下するので，乾燥粉砕して給与するのが望ましい。
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13 肉豚における穀実サイレージ(麦類)の利用性

第 S報 穀実サイレージの給与割合と肥育効果

(滝川畜試) 0宮川 浩輝，米田裕紀，所 和暢

杉 本 亘 之，吉本 正

目的

穀実サイレージ〈麦類)の肉豚陀対する給与割合が，その肥育効果K及ぼす影響陀ついて調査し，

穀実サイレージ(麦類)の給与限界陀ついて検討するo

方法

供試豚はランドレース種A腹 24頭である。

試験区分は，対照区長よび穀実サイレージの給与割合忙よる 30%区， 5 0 ~ら区， 70%区の合計

4区分とした。

飼料の給与量は，豚産肉能力検を基準にしたがって決定し，穀実サイレージは風乾物換算を行在っ

て給与した。

穀実サイレージは，水分含量が20%弱の小麦を原料として調製し，粒快のまま給与したo

試験は供試豚の生体重 20 K9で開始し， 9 01¥9で終了して発育，飼料要求率，枝肉形質左どにヲい

て調査した。

試験期聞は昭和 46 年 9 月~ 47年5月である。

結 果

1 )発育について試験所要日:数長よび 1日平均増体量でみると，給与割合が高くなる陀したがって

不良と左 9，との傾向は前期VC.:1-，いては直線的であるが，後期に長いては 30%区と 50%区の

間K差が左かった。

2) 飼料裂求率では，発育と同様の傾向が示された。

3) 枝肉形質では. ローヌ部に砕いて給与割合が高く左るにしたがって芯の断面積は小さく，赤肉

の割合も低〈左る傾向を示したo

4) 赤肉，脂肪の理化学性状では試験区聞に差は左かった。

本試験の結果では，肉豚に対する小麦サイレージの給与割合が高くまるKしたがって肥育効果が低

下する傾向を示したo との原因としては，本試験に用いた小麦サイレージの水分含量が低<，消化率

の低下忙よる栄養分の不足陀あると考えられる。

したがって，穀実サイレージの肉豚陀対する給与限界には，その水分含量が大きく関与し，高水分

の場合 Uては30%以上の給与も可能と考えられるが，低水分り場合Kは，栄養補正または粉a砕左どの

処理を加える必要があろう。
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14 十勝地方における粗飼料の品質に関する 2，3の考察

第 1報 乾牧草について

(北農試畑作部〉 八幡林 芳， 0岩崎 薫，名久井 ，忠

十勝管内を山ろし中央，沿海地帯に区分し，各地帯別の中核主畜経営酪農家よ.!?，昭和4.4.--

4. 6年にわた.!?，乾牧草( 1番草 12 1点. 2番草 115点)をサンプリングし，一般組成，栄養

価，葉部割合，マメ科草混入割合，刈取 b時期，緑度について調査した。

結果

1番草の刈取b時期性，気象条件の悪い沿海地帯は山ろし中央地帯よ b若干恥くれ平均6月中

旬以降であったo ー殻組成は乾物当りの地帯問に大差左<，全域平均組成は粗蛋白 11..6 %，粗脂

肪 3.3 ~ら， N F E 4. 6.4.%.粗繊維 30.9 %，粗灰分 8.7%で D0 p 5. 4. %， T D N 5 3. 1 %であ

ったo 葉部割合は沿海地帯が山ろ<，中央地帯よ b約7%低<，全域平均 52%，マメ科草混入割

合は逆忙中央地帯が若干低かった。緑度は調製期間，被雨回数と並行し低かったo 2番草の刈取り

時期は. 3番草を収穫している農家も含まれているので，その期聞は 7月下旬から 9月上旬陀至る

巾広いバラツキがあったo と<VL沿海地帯が 8月上旬以降と刈.!?;t，">くれの傾向がある。一般組成は

1番草と司じく地帯問に大差左(，全域平均の組成は粗蛋白 1.3.4%，粗脂肪3.3~ら， N FE 

4. 6.6 %，粗繊維 2虫 1%，粗灰分 10.4.%であった。栄養価は DC P Z 8 %， T D N 6 o. 1 %で

ある 0 ・葉音陪リ合は中央〉山ろく〉沿海の順であり，平均 75%，マメ科草の混入割合は. 11番草と

同じく，中央地帯が山ろし沿海地帯より若干低い傾向を示しているo緑度は被雨よ kJ，調製期間

K並行し，山ろく〉沿海〉中央の順であ.!?.中央地帯は，労働競合によるお、くれと考えられる。葉

部と一般組成との相関は既存の報告陀見られるように. 1番草花限D重視すべきであ.!?，また粗3菱

自と DCP含量?との間陀も高い相関があったo カラーマシンを用い4.5年， 4. 6年の乾牧草の色差

. 間た結果，年度別の版叩， 2番草とも NB S単位1.5 -3.0の聞にあり「山山 J

規格の結果を得た。地帯別の比較は 1番草が山ろ<1. 1 2，中央2.18，沿海 3.99，2番草では

山ろく1.43，中央 1.9 1 ，沿梅 3.32と， 1， 2番草とも同じ傾向の色差を得た。また，年度別

の地帯問では， 4. 5年 1番草は，山ろく:中央 0.36，山ろく;沿海 2.50，中央:沿海1.7002

番草ではそれぞれ 1. 4. 9， 2. 8 8， 2. 6 8 0 4. 6年 1番草は，山る<:中央1.1 2 ，山ろ<:沿

海 0.56，中央:沿海 0.58， 2番では，それぞれ o.4. 6， o. 9 4.， o. 5 5と2番草の色差は比較的

少左かった。
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15 刈取番草の違いがオーチヤードグラス乾草の飼料価値に及ぼす影響について

(Van Soest の分画法による検討)

(新得畜試〉 石栗敏機

オーチヤードグう Jズ金よびオーチヤードグラス主体混播牧草を 1番刈 6月上・.中旬J 2番刈 7月中へ

下旬， 3番刈9月に収穫した場合の乾草の飼料価値についてはすでに報舎L売。今回性-2，3'番草k

bける飼料価値の低下の原因について， Van 80e8七の仔画法を用いて若干の検討を加えた。再

生草花bける TDN含量の低下は，主として可消化炭水化物含量が少左〈左 9.粗蛋白質含量は比較

的高くてもその消化率が劣るととに原因しているo Weer出法による炭水化物の分画で比較すると可 a色

消化粗繊維含量の変化は少左<，可消化 NFE含量は大きく変化している。組繊維含量と TDN含量 ? 

との間陀は有意左相関は得られず，組繊維中忙残存した 1)グエン(72%硫酸法による)は酸不溶性

リグz ン(AD L)のほぼ 2 5 %で，残 975%はNFE中陀溶出しているととがわかった。組繊維

の消化率が NFEの消化率よ b低かったのは 18飼料中 1例のみであったっ鴨enie法忙よる番草間

の比較にはとのよう左矛盾があるため， Van 80e8七の提唱した de七erg四七法による分画で検討した。

測定したのは NDF， ADF， ADLi>-，よびNDF中の窒素であるoADFi>"よびA D L含量は 1番

草が最も低<，再生草で高〈左 9，TDN含骨との間にそれぞれ， γ=-0.6 55 ( pく 0.01 )， 

r =-0.6 2 2 (Pく 0.01 )の相関が得られたo A D Fの消化率は変化が小さくド 5例中 1例を除

いて 1番草が高かったo N D Fの消化率を番草間で比較すると， 1番草が高かったのが 5例， 3番草

が 2 例で，一定した傾向は示さ左かった。可消化 ND Fi>"よびADF含量は番草間K大き左差は左か

った。次 VC，全炭水化物から ND Fi>-，よび ADFを差引いた量を NFEVC変りうる成分として検討し

た。(それぞれ， -N D F， - A D Fと記す)， - ADFの値は NFEよb少左<.その消化率は 1

番草ですべて ADFのそれよ b高<. 2， 3番草では低かったが，その差は粗繊維と NFEよb少左

かった。 -NDFの含量は 1例を除いて 1番草が最も高かったが，との消化率は含量が少左い場合は

内因性の物質による誤差が大きいため問題があった。以上の結果から，再生草VCi>-，ける可消化炭水化

物含量の低下は， ADF， N D F， リグエン長よびクイ酸含量の増加から，植物の細胞膜を構成して

いるリグノセノレロース，ヘミセノレロース左どの消化が阻害される場合もあるが，との程度は比較的少

左(，むしろ，可溶性炭水化物や-ND B'含量の低下左どから推して，細胞内容物中の available左

炭水化物含量が再生草では減少するとと陀原因していると考えられた。再生草の粗蛋白質の消化率が

比較的低いのは. N D F中陀結合している窒素量の全窒素陀対する害拾は 1番草で少左 (.2， 3番

草ではすべて高〈左っているととから，再生草では窒素が細胞膜構成物に強〈結合して存在するため

その消化が阻害される一つの要因と考えた。
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16 でんぷん廃液散布牧草摂取牛の乳質および牛体におよぼす影響について (1) 

(帯広畜大) 0祐川金次郎，三浦弘之，三上正幸

浦幌町VCl~;"ける畑地帯総合土地改良事業は，限定された経営面積で乳牛の多頭飼育を図 b ，酪農

経営の規模を拡大するために，昭和 45年秋から，でんぷん廃液利用の肥培かんがいにより，牧草

の増ー収と併せ，農道を整備して牛乳の出荷を容易忙し，酪農の推進を図ろうとするものである。

でんぷん廃液中陀は N，K， Pが多<，一定量定期的VL牧草地に散布した場合，牧草の生育bよ

び各栄養素の増加陀会よぼす肥料的効果は充分認められるo

しかしでんぷん廃液中の微生物，廃液散布牧草摂取による乳質の変化全よび牛体忙なよほす影響

. 陀ついての調査は実施されてい左いので，以上について検討したo

• 

方 法

① でんぷん廃液中の微生物;一般細菌，大腸菌群，サノレモネラ，プドー状球菌，酵母，かび等

について測定。

② 乳質調査:微生物，一般性伏，一般組成，無機塩類組成長よび亜硝酸態，硝酸態の Nを測定。

①廃液 与牛の臨床，病理的所見をよび肉質:生後約 6ヶ月のホルスタイン牡綾ltC1 6 0日間

廃液を槍与したものと対称牛柁ついて実施したo

結果

① でんおら廃液中(1 ~月採取)の一般細菌数はス o x 1 0 4 - 3. 7 x 1 0 6 程度であったが，夏

季適温噌VLVかり増加するととが予想されるo また大腸菌，サルモネラ，プトーー状球菌左どK類

別される微生物群の存在が問題であ9，これらが牧草地花散布された場合，動物にどのよう左影響

を与えるかについては長期的左観察が必要である。

②でんぷん廃液散布，無散布地区の乳汁中の細菌教には有意差は認められ左い。

③ 乳汁ο一般性状bよび成分組成Uても南渚間陀は差が認められ左<，現時点では塩素含量も正

常値を示しているので，廃液中の微生物による乳房炎の疑いも左いものと考えられるつさらK

硝酸.亜硝酸の存在も認められ左かった。

④ でんぷん廃液給与牛の臨床，病理所見台よび肉質についても対称牛K比較して差は認められ

左かった。

しかし，以土は比較的短期間の結果であるので，でんぷん廃液散布の影響をみるためには，

か左り長期的左観察が必要であるO

-25-



17 て.0ぷん粕多給の影響および窒素源補給としての尿衰の効果

〈帯広畜大) 0松岡 栄，模島貞雄，佐藤 振

藤田 裕，橋瓜徳=

演者等社，合理化でんぷん工場から副産物として生産されるでんぷん粕を乳牛の飼料として刺用する

ためにトでんぷん粕の貯蔵中の品質変化，街科価値，給与上の問題点忙ついて一連の実験を実施して

きた。この中で，でんぷん粕は，蛋白質含量が非常忙低<.蛋白質の補給を必要とするとと，また，

でんぷん含量はか左 b高<.とれを多給する場合，いわゆる刊でA:ぷん減退"の惹起が懸念される ζ

と左どが問題としてでてきた。

本実験はとの点を緬羊を用いて検討しようとした。すをわち，実験1.VC長いて.でんぷん粕の割合

をかえて給与し，消化率陀与える影響をt鰐すし，実験 2.では，蛋白質補給源として安価左尿素を使用

L.，その効果を大豆粕と比較した。

方 法

実験 1:コリデー Jレ種去勢雄緬羊 4頭〈年齢 4.才，体重 63-69K9)を用いた。乾草と乾燥でん

ぷん粕をあわせた量は風乾重量で?定(1.2DO{}う陀在るようにし，商渚の割合を 3: -.1・2，: 1. 

1: 1，1.:2の4段階にわけで給与し，そのときの消化率を求めた。

実験 2:コリデール種去勢雄緬羊4頭(年齢4才，体重59-68K，9)を用いた。試験は対照期，

尿素給与期，大豆粕給与期の 3期にわけ，基礎飼料 C乾草 6.009，糖密吸着飼料20 0_ 9.生でん

ぷん柏2.00 0 9 )だけ，基礎飼料と尿素 (19f})， 基礎飼料と大豆粕 (.120f})をそれぞれ給

与いそのときの窒素の出納と消化率を求めた，一左j"，...尿素の窒素量と大豆粕の窒素量は等しく在る

ようにした。

• 

結果

実験1;:乾肘ん川の給与害問樹一つれて刷協粗脂肪，粗繊維州問2低 . 

下し.-N FEの消化率ば上昇する傾向があった o T D N.-D.Eκは大き左変化はみられ左かったが，

DCPは著 Lく低下した。

実験2:尿素給与期の窒素蓄積量は大豆粕給与期よ b少左かったが，有意差はまかったっ対照期は，

との 2期よ b有意に少左かった。窒素蓄積率陀ついては， 3期の聞に有意差はをかった。

消化率陀ヲいてみると，尿素給与期陀組脂肪の消化率が有意(rC低かったほかは，大豆粕給与期との

聞に有意差は左かった。

るη
£
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ユ8 反趨家畜における摂取蛋白質と血清尿素態窒素の関係

(滝川畜試) o杉本亘之，笛田勝基

-反趨家畜にないては，摂取蛋白質，Jレーメン内アンモニア，血清尿素態窒素なよび排、准窒素間vr::，

それぞれ密接左関係のあることが知られて:j:，"_b ，とれらの関係を基忙して，摂取蛋白質の簡易左推

定方法が論じられている。

本試験では，とのうち最も簡易と思われる血清尿素態窒素をとb上げ，摂取蛋白質との関係忙

いて検討した。

方法

試験は 100日間づっ 2年間にわたって調査した。

初年次は，乾草，サイレージなよび乾草+サイレージ(1[， 大豆粕をそれぞれ 1日1頭当たりし

50，1509'給与区(3処理 )(3段階=9区)を設け. 2年次は乾草bよびサイレージに大豆粕

をそれぞれ 1日1頭当たりし 50， 150，.300.5009給与区(2処理)(5段階=1 0区)

を設けた勺

供試した家畜は，両年次とも 10 -.1 2カ月令内のコ 1)デール種育成雄めん羊で， 1区5頭の中

から 2頭を選び， 2年次は 5頭令部について，頚静脈から採血を行左い，血清尿素態窒素を測定し

た。

組飼料は，午前と午後の 2回給与とし，大豆粕は午前の組鰍斗給与時とした。

供試飼料の一般会析は，常法にしたがったo 左な，粗飼料については，全奨採取法陀よる消化試

験を実施した。

結果

1) 同一筒料/fC.大豆粕の給与量を増減させると，それ陀比例して血清尿素態窒素量の増減が認

められた。

2)血清尿素態窒素量は，同一飼料を給与する限_b.ほほ一定の値を推持した。

3) 摂取蛋白質量と血清尿素態窒素量との問Kは，非常K高い相関係数(u pとの間陀 r=0.946， 

DuPとの間に γ=0.9 4 0 )， (pく O.0 1 )が得られ，両者は密接に関係するととが認め

られた0

4) 摂取蛋白質(x )と血清尿素態窒素(y )との間Kは， Y=  a xートbの一般的左関係が得ら

れたが，基礎粗飼料である粗飼料の違いは， a{直よ bもb値に大き在影響を与えた。したがっ

て，摂取蛋白質量が同じでも.給与飼料の違いにより，血清尿素態窒素レベJレの異在るととが

考えられた。

今後は::..，飼料の質的左差，特に摂取菱自質をーを陀し. T D Nを変えた，いわゆるエネ Jレギーの
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影響について検討する必要があうう。

19 子牛に対する l日l四時乳が発育，飼料の消化，胃の発達におよぼす影響

(酪農大) 0楢崎 昇，安宅一丸末吉邦康

目的

子牛の晴育育成の省力管理と飼育経費の節減を図るために，早期離乳方式K基づいた 1日1回目甫乳

が乳養期間中の発育，飼料の消化，胃の発達VLj:，"よほす影響Uてついて中食言すした。

方法

供試牛には生後7日令で近郊農家よ b購入したホルヌタイン種雄子牛4頭を，対照区(1日2回捕

手L)VL 2頭，試験区(1日1回晴乳 )VL2頭をそれぞれ無作為K配置して用いた。試験期間は 11日

令から 61自令までの 51日間で，飼料は両区とも試験開始時から 50日令まで代用乳を給与し，人

工乳は全期間中，乾草は 21日令から試験終了時まで給与したoそれぞれの飼料は制限給与で両区等

量としたo試験期間中K全糞採取法による 3回の消化試験を次のよう陀行在ったo

第 1回消化試験 1 1 ....:... 2 0日令 (代用乳+人工乳)一

第 2回消化試験 31--40日令(代用乳ート人工乳+乾草〉

第3回消化試験 5 1 --60日令 (入エ乳+乾草)

体重測定は 10目どとに行左い，飼料摂取量，吸乳速度j飲水量は毎日測定した oまた試験終了後，

全頭を屠殺解体して胃の重量，容積Kついて調査した。

結果

1 消化試験の結果は第 1回，第3回試験にないて各成分の消化率K有意差は認められtr.7J~ ったが，

第2回試験K沿いては試験区の乾物(pく 0.05 ) ，有機物(pく 0.05 ) j 組蛋白質(pく

0.0 1 )，エネルギー(P<  0.0 5 )の消化率は低c有意差が認められたo

2. 全期間の 1日平均増体量は対照区の 725f}Vc比べ，試験区は 81 9 f}ですぐれたが統計的に

有意左差は認められ左かった。

3. 前科の摂食は全期間をとなして試験区が対照区K比べて旺盛であ JJ.摂取量K大き左差を生じ

た。す左わち対照区の人工手L3 8.8 7 6 K9.乾草3.1 2 6 K9 VL対し，試験区は人工乳 52.8.6 9 

K9.乾草 6.37 7 K9であった。

4. 代用乳の吸飲速度ーを 1eの吸飲κ要した時間ーで示すと対照区 55秒，試験区44秒であったっ

5. 飲水量は全期間をと金して試験区が多 <.1日平均飲水量で対照区 2.1 3 3 .e， 試験区2.643

rであったo
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6. 各胃 C第 1胃・第2胃，第5胃，第4胃)の容積を体重 1Krl当bで示すと試験区 21 5.1C.C 

虫8C.C. 6 3. 8C.C$対照区 18 0.' 9C.Cd 5. 1 C.C. '6 1. OC.C:であった。また各胃の組織重を体重

に対する割合でみると試験区2.1 1 %， 0.5 0 %，' ， o. 5 3 %，対照区1.8 6 %. 0.3 9 %， 

0.50%であった。胃容積，組織重はともに試験区が高い値を示したが，統計的に有意左差は

認められ左かった。

20 子牛に対する育成時の低栄養が，と体の各部位および臓器重量と，その体重

比に及ぼす影響

(北農試畜産部) 0今泉英太郎，岡本昌三，四十万谷吉郎

昨年度本支部会で報告したホJレヌタ， 1ン去勢育成牛.c6区， ， 1 ，8頭)陀対じて与えられた育成中

の栄養給与水没の差が，それらのと体重量，と休各部位重量，臓器重量等に及ぼす影響を検討した。

3 0 0日聞の飼養試験終了後，供試牛をただちにと殺し，枝肉 i Rib-Loi n，頭部，四肢.皮，

心臓，肺臓，肝臓，腎臓，牌臓・H事臓，副腎，甲状腺. 1+2胃， 3+4胃i大小腸を採取，秤量

して，各部仔の重量と，と殺前体重K対するそれらの体重比を論議した。

一部のfl;j癖を除いて，各区のと体各部位や臓器の重量は，栄養給与水準K密接左関連を有し，栄

養給与量の差Kよって生じた個体の生体重K見合った重量を示した。しかし，心臓と副腎の重量の

よう(!L:.，@!体差が著しし区間で有意差を認め左いもの・もあった。頭部，四肢，肝臓. 1+2胃，

大小腸重の体重比には，区間に有意差が認められた。ナ左わち. 2区の頭部と四肢重は，区間で最

小であったが，とれらの体重比は，区間で最大であった。

また全L難まのうちでも，肝臓重量は栄養給与水準陀よって大きく影響を受けたものの 1つであっ

た。す左わち，試験後期K高栄養給与を受けた 3，5区や，乾草を自由摂取させた 6区は，低栄養

給与のものK比べ，より重<.体重比でも.よ b高かったo

消化器重量は，飼料の摂取量の多い区ほど重い傾向を有していた。しかじ，その体重比では，も

っとも飼斗摂取量の多かった乾草飽食区と，もっとも少左い飼料給与量で飼育された 2区が，とも

に高い値を示した。

と殺前に給与した飼料の影響を除去するため(!L:.温と体重を用いた emPtY.body weigh七値を求め

たが，その結果から，後期高栄養給与期間中陀認められた 3. 5区の高い成長率の一部は， ，.Jレーメ

ンかよび、消化管内容物の増加陀よるものと推定された。

と体各祁位争よび臓器重量と体重比Kついては. ，1区とむ 5区を比較したととろ，有意差を認

め左かった ζとから，低栄養給与後に高栄養給与を受けた 3，5区は，前大会で報告した体重，体
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尺値にヲ~て認められた現象と同様~，と体各部位と臓器~ compensa七Orァgr叩也が発現していた。

とれらの cα理由storygr何出.を示した部位争よび臓器が有機的に統合し，全体としての個体の

compensa七orygr叩也を発現したものと推察された。

21 乳用子牛の育成時における栄養水準がその後の生産性に及ぼす影響

1 同月令交配群の 18カ月令までの成長

(北農試畜産部)0岡本昌三，今泉英太郎，四十万谷吉郎

1 育成時の成長の速度と将来の生産性との関連を究明するため~，ホルヌタイン種及び種系めす双

子 20組を用いて試験中であるが，今回はとのうち 15カ月令交配供試牛 10組の 18カ月令まで

の成長，飼料及び養分摂取量，飼料費，繁殖成績，発生疾病Kついて報告するO

2. 1 5 --5 1日令の問κ購入し，各双子が対に在るように A，B両区に分け，同一飼料の量を変え

ること Kより， A区は 1日あた b増体量 0.72 K9， B区は 0.50 K9を目標K育成した。

3. 体重，缶四 Kついては 3カ月令から，胸幅，体高Kついては7カ月令から，そのほかの測定部位

についてはその間の月令から，それぞれ両区間K有意差を示した 018カ月令に長けるB区の体各

部位の測定値は，胸幅，腰角幅，腹囲を除ーいて， A区の 14カ月令の測定値K近似した値を示した。

両区の 2---1 8カ月令間の 1日あたり増体量はA区 O.7 1 K9. B区 0.57 K9と在った。

4. B区はA区K対し，飼料摂取量では全乳，配合飼料が著しく少左く，飼料費では 60.8%κ留ま

b， 3 0，0 0 0円強の節減となった。

5: :JtJ問中の A，B両区の乾物摂取量は，体重比でbのなの 2.24 %. 2. 0 4 %であ b~ N R Uのめ

す育成用飼養標準に示された要求量に対しては， D C PはA区 16 O. 3 ~ら .B 区 í 2 2. 9 %. TDN 

は 11 0.1 %及び 88.39らであった。

1 K訴増(本に要した T DN量は A区 5.26.K9， B区 4.66 K9で，区聞に 0.1%水準で有意差が認め

られた。

6. 平均初発情発現日は， A区 31 3. 6日令， B区36 5. 1日令であり，その時の体重の平均は訟の

訟の， 2 7 6. 7 K9， • 2. 5 6. 2 K9であったo

Z 平均受胎日令は A区 458.1日令， B区 45 7. 6日令で，その時の平均体重はbの主?の， 360.5

K九 2 9 8.7 IWであ.l?，平均要受胎注入回数は. 1. 5 6回及び1.6 7回であった。

8. 内因性の疾病の発生数は" A区 5，B区 1であれとのうちI A区に関節炎とみられる披行が多
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発したo 両区に各 1頭繁殖産害による淘汰牛を生じた。

22 日書乳期における乳用種雄子牛の初期発 育と増体効率の関係について

(帯広畜大)

目的

o藤田

松岡

裕，近藤知雄

栄，橋瓜徳=

乳用語・雄子牛の肉用素牛としての晴育育成K際し，晴育初期の体格の大小が導入子牛の選定上重

視されるo また，代用乳利用の早期離乳方式による晴育では，初乳給与後，飼料切替え当初K飼育

環境の急変と相まって増体が停滞し，かつ増体の個体変動が大き〈在るイ明旬が強い。とれらの点か

ら，時育開始当初の子牛の体格b よび初期増体の大きさが以後離乳時までの晴育全期間の発育と増

体効率Kどの程度関連性をもつかを明らかκするため，ホノレヌタイン種雄子牛について得られたH甫

育誘致成績を検討したう

方法

初乳給与を終了したホ Jレヌタイン種雄子牛を 1週令から代用乳・ヌタータ一利用の 7週，令離乳方

式陀より時育し，総計41頭(昭和 45年 :8頭. 4 6年:1 5頭， 4 7年:1 8頭)について増

体量bよび養分摂取量の個体別調査成績を得た。楠育開始は各年度 5月中旬で，代用乳，スタータ

-;t，-.よび乾草をタu年同ーの給与基準K従って給与した。得られた諸成績を，時育開始時体重がよび

初期増体遺の大きさによって 4段階陀区分し，各段階について崎育全期間(4 2日間)になける通

算日増体も TDN摂取量. T DN要求率 (TDN摂取量/増体量)左ど発育増体の関連指標を求

め比較したoまた.とれら諸測定値聞の相関度を求め.初期発育と全期通算成績との関係を調べた0

.結果:

1)晴育開始時の体重(均)を 45以下， 45-50.50--55， 55以上の 4段階K分け，

とれらK対応する崎育全期通算の平均日増体量を求めると，それぞれ， 603.683，755.

7 1 2 fJ /日と左 T. 1週令体重 50K9以上の群は 4 5K9以下の群K対して有意に高い日増体

量を示したo 1週令体重と全期通算日増体量との間の相関 (r = O. 5 4 1 )は有意であった0

2) 1週令体重は，全期通算の 1日あた tTDN摂取量と関連性が高(( r = O. 6 4 2 ) t 初期

体重は飼料摂取量(ヌタータ-_;t，..よび乾草)を規制する要因として意義の大きいととが示され

たが. T DN要求率と初期体重との問Kは関連性は認められ左か司た。

3)初i国増体κ関しては，崎育開始から 2-3週間の日増体長と全期通算日増体量との相関が高

( ( r = O. 6 8 9 -O. 7 3 3 ) ，最初の 1週間の日増体量と全期通算日増体量との相関は低か

-31ー



った (r = 0.3 3 8 )っ 1--3週令の臼増体量仰を350以下， 3 5 0~5 0 0， 5 0 0 ~ 6 5.0 ) 

650以上の4区分とし，とれらに対応する全期通算日増体量を求めると，それぞれ. 6 1 7. 

657，711，7779/日と左 b. 1 -3週令の日増体量が 65 09以上の群は 50 0 9以

下の群K対し，同じく 500-6509の若手は 3509以下の群に対し.それぞれ全期通算日増

体量が有意K高〈左った。

4) 1--3週令(!C;t..ける初期増体の大きさと全期通算の TDN要求率との間Kは有意左負の相関

(γ=-O. 6 4 4 )が認められた。

23 ホルスタイン雄子牛の育成・肥育

第 3報 3シーズン放牧・仕上肥育

(北大農) o小竹森言11 央，高木亮司，広瀬可恒

牧草を主体とした生産月数の長い育成肥ー育を試み，その増体成績，出荷成績b よび経済性左どを

検討したo

昭和 4Ll年 6月下旬生まれの雄子牛 12頭を代用乳， カーフヌタータ一方式で晴育育成し， 8月下

旬(1. 9カ月〉から 1シーズン目放牧， 1 0月下旬(4. 1カ月)から 1回目越冬. 4 5年 5月上旬

( 1 O. 3カ月)から 2シーズン目放牧， 1 1月中旬(1 6.8カ月)から 2回目越冬， 4 6年 4月下旬

( 2 2.1カ月〉から 3シーズン目放牧. 1 1月中旬(2 8. 6カ月)から仕上肥育を行左い>> Ll 7年 4

月下旬vc3 4.0カ月で帯広市へ出荷し枝肉販売した。購入者側では部分肉K解体し chill8d.bes.f (1[ 

加工処理したのでそのデーターの提供も受けた。

1 2頭平均の出荷体重は 726[9で晴育育成から通算した日増体量は 0.66 K9であった。との間の

濃厚飼料給与量合計は 2.304 K9/頭で濃厚飼料のみの要求率は 3.4IWであった。屠殺体重は 67 4 

K9で・輸送と絶食Kよる自滅 bはス 29らであったo (.令屠体重は 40 1 Kiタで枝肉歩止は 5呪5%であったo

脂肪交雑はプラス 1 左いし 1，等級は中の下~中の上，枝肉単価は平均 561円/均で皮と内臓込

みの販売価格は 23 1. 4千円であった。格付明細では肉の色沢，きめしま b.均称なよび肉づきの評

点が高かった。枝肉解体成績は精肉 6虫3%，余剰脂肪 10.9%，、すじ 3.7%長よび骨 16. 1 9らであ

った。精肉の階級割合はA級 5ス3%. B級 2Z 5 %. c級 26.6 %j;-，よびD級 8.69らであった。販

売価格から子牛代，放牧経費を含めた告群ヰ代，出荷諸経費，金利(6%/年)長よび施設償却費等

(0.7千円/顎/月〉を差引いた労働報酬は 1頭あたり 5ス5千円が見送、;まれ. 1頭1カ月あたり1.70

千円と在 b有望左育成・肥育方式の 1つで左かろうかと考えられる o
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今回出荷した 12頭は市育育成から仕上肥育まで全〈同じ飼育管理を行左ったが B 出荷体重で最

小 600海 s 最大86 0 K9の範囲にあり，変動;系数も I0.7%と大きかったoそとで上位6頭

( 7 4 2 ~ 8 6 0 K9.)と下位 6頭(6 0 0 ~7 0 0均)の増休成績の推移をみると後者は碕育育成

期θ成績が悪〈有憲性は認められ左かったが 20%低い 0.53均/日であJ.J，;その後いずれのシー

ズンも増体が悪<， t停に仕上肥育では上位6頭の1.0 6 K9/自に対して 0.67'K9/日と 37，?らも有

意cO. 1 % )に劣る成績であった。とのととから晴育育成期で発育の不良左牛はその後の良好左増

体は期待できず，早い時期での淘汰が牛肉生産経営上も有利であろうと思料される。

.24 肉用牛の放牧適性品種選定に関する試験

1 放牧育成牛の体重の推移

• 

(新得畜試)渡辺 寛，永田俊郎，太田三郎

谷口隆一，及川 寛

目的

わが国(![j;，~ける肉牛飼養の方向として，当面は，山林原野の未利用資源を活用する放牧飼養も考え

られるつま?と今後，想定される飼養条件から肉牛の品種を考えると，とれらの飼養基盤の条件を保

有する地域での飼養に適合し，品種のもつ特性を十分発揮できる適品種であるととが要求される。

とのよう左考えから，肉牛品種の放牧適性を明らかにするた位農験を行在った。

方 法

現在，道内陀飼養されている肉用牛 5品種延 98頭(育成牛)を，牧草と野草の放牧地に分けて

昼夜連続放牧し，との間の休重推移，採食量を調査し，肉用牛品種の放牧適性Kついて検討した。

結果

1)牧草放牧地での平均増体日量は， H種が 0.70均で最も多く， B種は 0.43匂で最もすぐ在

かったo D種. ，N種， A種はその申間であった。

2) 野草放牧地での平均増体日量は， H種， B穫が最も多<0.44均. N t孟 A種は 0.30 Kg-

0.3 2 K訟で牧草地放牧群と比較し，増体量はか左b少左かったっしかし， B穏は野草放牧地で

も，牧草地放牧の場合と変ら左い特異左増体を示した。

3) A種は牧草放牧地で，放牧初期Kか左b発育停滞が認められた。放牧期間中の体重の推移，

野草放牧地での発育等の観察結果から，放牧中の増体，発育停滞K関連する要因として，下痢

の活生があるように観察された。

4) 舎飼lて入ってから約1カ月間は， H種，A種ともか走り発育が停滞した。と <VC， H種の野
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草地放牧群はその後の発育も不良であった。

5)体重差(2 7時間絶食法)(1(よ b採食量を比較した結果，野草放牧地では B種の採食量が多く.

一方，牧草地ではH種の採食量が多かったo両品種の放牧中の体重増加との関連とからみて，品

種の特性によるものと考えられた。

る)牧草，野草を有効K放牧利用するためKは，環境条件を有効に利用できる適品種を選定する

必要性のあることがうかがえた。

25 肉用牛の放牧適性品種選定に関する試験

2 放牧牛の採食行動

(新得畜試) 渡辺 寛

(肉牛研修生) 新名正勝，中家靖夫，背戸 暗

(帯広畜大〉 光本孝次

目的

第1報で肉牛品種の放牧適性を放牧期間中の体重の推移から検討した。本報では放牧適性を，品

種どとの採食行動から検討する目的で，実験を行まった。

方 法

1 9 6 9年-1 9 7 1年の毎放牧期間，実験を行左った0

1) 1969年は丘種と B種の育成牛24頭を牧草地と，野草地K均等K分けて放牧し，放牧地

の草生の条件が変った場合の行動を調査した。

2) 1 9 7 (j年はA種， H種. B種(育成牛)の歩行数， くいちぎb草高等を，牧草放牧地，野

草放牧地でそれぞれ調査した。

3) 1 9 7 1年はA種. H種I N種の 3品種について，放牧地での角っき順位，角っき順位と増

体量，採食回数，生体重とのそれぞれの関連Kついて調査した。これ4ら放牧中の行動について

の擬すは，測定値Kついて，分散分析法，パリマクク~因手分析法等の統計学的手法K より行

在った。

結 果

1) H種， B種の日中探食時間は，両品種とも 1日37 0分-640介で大き左変動があった。

変動の大部介は，放牧地または季節の変化K起因ナるものが主で，品種，個体によるものは意

外にす〈左かった。
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2)野草放牧地でのくいちぎ b回数は，牧草地Kくらべるとすく左<，また肉牛品種聞の回数の

差はほとんど認められ左かったo 一方，牧草地では. H種のくいちぎり回数は. A種， N種よ

bやや多い傾向が伺われた。

3) B種の採食草高は. A種， H種よりやや高いよう ~C思ーわれたo

4) 放牧地での日中歩行数は，野草地では 60 0 0歩前後で，品種差は認められ左かったつまた

牧草放牧地での日中歩行数は t A種t B種が約3.0 0 0歩. H種が2.300歩でH種の歩行教

のすく左いのが目だった。

5)野草放牧牛K明瞭左角っき順位が認められた。順位はN種i>A種>H種のj願K優位で，また，

別の群では B穆!">N種C>H種で， H種の劣位が認められた。

6) 角っき 11ft位と採食回数，体重，平均増体日号との関係を，パリマックス因子分析法Kょb検

討したが，角っき順位と上述の各項目の聞には，強い関連は認められをかった。

26 積雪寒冷地帯における肉用牛の簡易越冬に関する試験

(新得苔試) o細野信夫，荘司 勇，永田俊郎

工藤卓二，八回忠雄

目 的

肉用牛宝産経営K長ける施設費節減をねらいとして，閉鎖畜舎区，簡易畜舎区，シェノレター区の

5処理を没け，繁殖成雌牛(春分娩)の冬期飼養K及ぼす施設処理の影響を調査，また放牧期の受

胎成績，子牛の発育tてついて追跡調査し，簡易越冬法の可能性を検討した。

方法

. 無角ザフオート種成雌牛(経産 )4向。頭J 年 20頭J 山口頭計5口頭を用い，

1処理 5頭K配介した。

試験は 12月K開始し，終了は4月下旬-5月上旬まで 1舎鰍8とした。給与飼料は抱強期，授

乳期とも乾牧草自由給飼，授乳期Kは濃厚飼料を体重の 0.2%-定量'2K9給与した。供試乾牧草は，

4 3年チモシー主体 1番刈 TD N 4 6. 6 -4 5. 0 %評点53-55，44年オーチヤード主体 1番

刈 TD N 4 3.0%評点 49. 4 5年チモシー主体 1番刈 TD N 4 5.1 %評点55であった。

施設は羽鎖畜舎は既設のもの，簡易畜舎は片面開放，壁波形鉄板張，シェノレター区は 43-44

年ヌトロー堆積法(全面金網張)4 5年ポードフェンス地上高 2_7m密閉張とした。・ンェルター区

(1)は粗飼料自由給飼区，同図II)は 80%制限区，同区(町)は 60%常11限区としたo
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1. 施設処理別体重推移は越冬明け体主Kついて分析検討したo (分娩前体重修正値)43年簡易

畜舎区は開始時陀対し 10 1. 9 %、ンェルタ一区1)は 10 1. 4 %の体重を維持， 4 4年閉鎖畜舎

区 95.4%.シェルタ一区1)は 96.6%，同s<II)は 93.0 %，同区田)は 8虫3%. 4 5年は簡

易畜舎区 10 4.5 %. シェノレター区1)は 10 0.3%. 同区II)は 96. 8 ~らであった o との結果同

一飼養条件では施設処理による有意差は左かった。

2. 養分摂取量では， 4 3年簡易畜舎区 TD N 1 1 5. 3 %. "/ェルタ-o 1) 1 1 6. 3 % • 4 4年

閉鎖畜舎区 TD N 9 2.7 %.シェルタ一区I)9 7. 4 %. ，司on)8 0.2%. 同区田)6 3. 0 %. 4 5 

年簡易畜舎区 TD N 1 1 4.3%，シェルタ一区(1)117.9%，同区in)1 0 0.6%と左 t，寒冷区

ほど消費量がやや多いが有意差肘<.標準紛要求量より 15-16%摂取量が高かったo • 

3. 受胎率は普通で，子牛の発育も各年次を通じて O.6 7 ...... o. 8 9 K9の日増体を示し.正常発育

の範囲内で処理差は左かった。

この結果 へレフォード種では施設処理による寒冷の影響は，成雄牛.rr甫乳子牛の成績陀は

現われず，屋外分娩看視.rr甫乳確認左ど細か左管理をなと左うとと Kよって，簡易左施設で越

冬可能であるととが確認された。

2 7 mi c e 1 1 a r c a s e i n と soluble casein中の rーカゼインについて

(帯広畜大) 。三上正幸，三浦弘之

目的

カゼインは牛乳中でミセノレ・伏と可溶性の状態で存在し平衡が保たれているが，とれは温度， P H， 

塩濃度などの諸条件医よ b左右される。

rーカゼインKは室温のもとで沈殿し，低温で可溶性のものが多い。本研究では 25
0

Cなよび 2

℃の温度条件で，超遠心分離して得られたカゼインとの量的左比較を行ったっ

方 法

試料は，本学付属農場から得られたホノレヌタイン程ーの混合手しを 2oC. 3. 0 0 0 r. p. mで 20分間

違心沼、離を行って，脱脂したものを用いた o 2 5
0

Cの場合は 20， 0 0 0 r. P.m (5 0， 0 0 0 G )で5

時間. 2
0

Cの:場合は 20， 0 0 0 r. p.mで5時間超遠心分離を行い， ミセノレカゼインと可溶性カゼイ

ンの分析tては 4.5M尿素を含むPH 8.9のトリヌ塩酸緩衝液のポリアクリノレアマイドグノレ電気泳動

法争よび3.3M尿素を含む PH 8.6.のトリヌ塩酸緩衝液κよる DE.A Eーセルローズカラムクロマ

ト法を用いた。
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酸カゼイン台よびミセノレカゼインではα一1ft一，rーカゼイン量K顕著左差がみられ左かった。

可溶性カゼインでは，温度条件Kより量的左差異が認められ. 2 5'Cでは可溶性カゼインそのもの

が量的K少左(，をかでも rーカゼインは α一， βーカゼインに比べると少在い。 2'cで得られた

可溶性カゼインは量的に多ぐ.そのうちでも βーカゼインは最ーも多いがI rーカゼインは αーカゼ

インとほぼ同量であった。

28 カゼインミセルの形態構造に関する研究

N ミセル構成微粒子の分離方法

(酪農大) 。安:藤功一，遊佐孝五ー

目的

牛乳Kは， 3 0 --3 0 0 mμ のカゼインミセノレが存在しているが，近年J S出血nin;J:;-よびHill

あるいは UalapaJがカゼインミセノレ内部1t(8-10mμ の微粒子を観察し，との微粒子陀よってカ

ゼインミセノレが構成されている事を報告しτいるo演者らもカゼインミセル陀酵素をよび化学試薬

を作用させて，電気泳動bよび電子顕微鏡Kより 6--50mμ なよび 10 --30mμ の微粒子の存

在を報告した。今後との徴粒子のサイズ分布，分子量長よび構成カゼイン成分を追求して行くが，

今回はその退程のーっとして分離方法を検討した。

方 法 :

カゼインミセノレの分離;常法Kより調整した脱脂乳を 44. 0 0 0 x [i. 2 0 'cで30仔間違沈し

カゼインミセノレを分離し透析乳清K分散し，試料とした。遠沈上澄液の調整;脱脂乳を 2O'Cで，

2 2 5，0 0 0 x 9. 100分間遠沈処理を行左い上澄液を調整した。一方，カゼインミセルK最終

濃度 1Mと左るようアセトアミドを添加した後，同上の処理Kよb上澄液を調整したo なな，脱脂

乳. カゼインミセ Jレ会よびアセトアミド添加カゼインミセノレKフォノレムアノレデヒドを添加し，透折

の後同上包理を行在った。

ゲル鴻;墨法

SePharose 2 B' ( 2. 5 x 4 0 cm )を用いt McGむ 1の町nせ1e七ic凪 lkserum:b....よび蒸溜水Kより

流出を行在った。電子顕微鏡観察;目立HS-8型Kよb加速電圧l' 50KV.， P七 -Pd Sha 

dowing直接倍率x2 8.0 0 0 ttLよ b観察を行まった。
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結果

1)脱脂乳なよびアセトアミド処理カゼインでは. 2 2 5. 0 0 0 x (}. 1 0 0分間でも沈降し左

い小粒子と微粒子が存在していたo

2)脱脂乳， カゼインミセノレbよびアセトアミド処理カゼインミセノレ左らびKとれらの試料とフ

ォノレムアルデヒドKより固定後の試料Kついて. 8ePhade区 2B(tLよ bグノレ給過を行在ったとと

ろ. 8.朋旨乳ではs 流出範囲も広く，グノレ粒子内での拡散を意味し，小粒子長よび微粒子の存在

は考えられたが，カゼインミセノレでは流出伏態から考えて，小粒子台よび徴粒子が存在せず，

超遠心上澄液に残存していると推察される。

3) 今後は，超遠心上澄液を 8ep凶丘既日一 20 0 ( 1.1 W . 5. 0 0 0 -8 0 0， 0 0 0 ) (tLより分

画した小粒子長よび徴粒子の分離を追求して行きたい。

29 レンニン不溶化への試み

(北大酪研)島崎敬一，山住哲一，金丸義敬

o有馬俊六郎

レンごンの不溶化は仔牛4胃からの供給不足を補う意味や，カラムでの反覆利用Kよる新しい製

造法や風味生成への実用的左意味とは別(tL，カゼインのミセル構造やレン z ン変性機構解明への新

防司情報提供K期待がもたれる。我々はその前提κ必要左レンニンの物性(構造なよひヘ活性中心)

の研究を併行し左がら本研究を企図したが，今回は不溶化の予備的実験として報告したいo

方法

レンエンは Bentfol也anと吉野の方法を併用して精製した。不溶化担体として比較的利用の多い

セフ?ローズ 2B. 4B. 6B(8e)とアミノエチノレセノレローズ(.A E )を用い，活性化辛子よび

カプリングは前者はおra七hの方法 CP H 6. 3 )，後者は fubeebの方法(P H 6.0 )を用v.て行左

った。

結果

実用化Kはレンエン活性の残存率，安定性会よびカラムでの流速をどが大切左ので先づそれらの

点K注目した。

8e200mg. レンごン 10 0 m gの結合収量は約 160-190mg，レンヱン量は 20...... 

2 6%. 活性は 10-12%で.AE1(}，レンエン 50m9の結合収量は約 850-870mf!で

レンニン量 3.5%活性は 9- 13%であった。

pH4-7で4'c. 4日間の安定性試験では残存活性 30-60%でp圧が高〈在る程不安定と
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左!J.Se2 Bが僅か，A Eが若干よかった。

S 8の場合. P H 6.0で.d'cヌターラー中で 0-12 0分の経時的左酵素溶離が見られ，との点

活性維持や安定性を明確K知るためκはレンニンとの結合を明らかにし左ければ左ら左いo 不溶化

Kよってグノレの膨潤度が減少し，牛乳のカゼインミセルがその億で利用出来るか疑問であ!J.レン

エン不溶[七は向検討を要する。

30 加糖れん乳の各種保存温度における流動性の変化

(雪印乳業技研) 阿彦健吉.那須とも子

o高橋 健，五十嵐清一郎

目的

れん乳の流動性は，環境温度K影響され.高温Uてよって加速されるととはよく知られて長!J，品

質管理の面から，それを利用して粘度の加速試験を行左い，流通段階での増粘を推定するととが広

く行左われている。保存中の粘度変化の温度依存性については. Webbらが全脂れん乳で 1Q-55 

'c. Samθ工らが脱日討しん乳で 2O._ 5 5 'c の温度範囲の実験を行左~.前者は- O. 0 3 1~ 後者は

-0.0 6 9 ([l温度係数を得ている。しかし，それ以上の温度での実験は行左われてい左いのでιわ

れわれはa 温度範囲を拡け'て保存中の経時的粘度変化並び、K温度係数等の若干のレオロジカノレ在性

質 Kっき調査したので報告する。

方法

供試サンプノレとしては，当社製造の脱脂れん乳 3パ y チ，全脂れん乳2パッチKついて. 2_ 0 ..._ 

1 0 0 'Cの温度範囲で. 4......... 5段階の温度の組合せで各湿度Kついて 3.......4回繰b返し測定を行左

. ったo 刀防法としては オイルまたはウォーターパヌ 並びに低温恒慨を用いて温度を設定し

粘度の損Ij定は. 2 0 'c恒温としたものを B型回転粘度計を用いて測定した。

結果

1. 2 0 --1 0 0 CCで保持した場合，れん乳の初粘度は，各温度共陀経時的K増加しかっ加速さ

オlる。

2. 基準粘度として. 4 0 cc 1， 2. 3 J，担保持後の粘度をとった場合，各温度で基準粘度陀到達

する時聞は. 3週以上の長期間保持bよび80 CC以上の高温を除いて.温度K関して直線性が

ある。温度係教は，脱脂れん乳で-O. 0 5 6 --O. 0 5 7 J 全脂れん乳で-O. 0 6 1 --0， Q 6 5 

であった。
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3. 低温保持と高温保持後の等しい粘度を示すれん乳tl.そのチクソトロピック左性質Kも差は左

いと推定される。

31 畜産冷凍食品の微生物相とその汚染源について

(帯広畜大) o三浦弘之，三上正幸

目 的

近年・畜肉を原料とした冷凍食品の生産量の増加はめざましいものがあるつととK調理済みまた

は半調理の冷凍食品の伸びが著しいo わが国の冷凍食品は消費の面からみると事業所，病院，学校 . 

左どいわゆる集団給食用のものが 70%以上を占め.現状ではとれらの機関の窓口~:;j;..いて衛生的'

在チェックをうけるととろから.給食直前陀汚染程度が察知されるが，今後家庭むけの消費が増加

して来ると，冷凍食品はヌトレート K家庭の中K入ることが予測される。その場合，畜産冷凍食品

の汚染程度は決して安全とはいいがたい。

そとで本研究では，半調理の畜産冷凍食品の一つである「ハンパークJvてついて，その原料から

製品にいたるまでの工程を追跡調査し，微生物汚染の根源を明らかにし工うとしたo

方法

某25産冷凍食品工場K原料として搬入される予定の成牛をマークし，屠殺解体直後からはじめて，

「ハンノミーク」が出来上るまでの微生物相を，日本冷凍食品協会検査方法基準Kよって追嚇した 0

:.;士 R三・
川口 λミ

「ハンパークJの原料('[1]吏われる牛肉，豚肉，犠肉，豚脂肪，タマネギ.タマゴ.パン粉のうち

で，牛肉，!琢肉p 犠肉といった畜産食品の細菌数が特K多く，中でも牛肉は，中温性細菌1.8)( 1 05 

低~\ì性細菌 2.6 >( 1 04 ，大腸菌群ス 3)( 1 03 .サノレモネラ菌.ブドー伏球菌はとも K陽性とい

う状態であったっ

そこで，もっとも汚染度が高かった牛肉について，その汚染源を明らかKするために，屠殺解体

後.水洗が終ってから製品にいたるまでの工程V'C:;j;..ける微生物相の変化をしらべると，家畜・処理場

になける段階の汚染程度がもっとも高(.冷却のために 24時間懸吊冷蔵されることによって.か

左bの微生物群がネック(鎖骨後筋)部分Kかたよるととがわかった。

とれらの結果から，従来「ひき材Jとして処理されることの多いネックの部舟肉は， もっとも汚

染程度が高(. rハンパーク」の微生物相は.との部分の微生物相によって左右されるように思わ

れる。
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32 卵自の指質について

(帯広畜大) 0佐藤公 輔，根岸 孝，藤野安彦

目的

卵黄脂質の化学的性状については多くの研究が左されてきたが，卵白脂質陀ついてはその含量が

少左いためvr.従来ほとんど省みられてい左いo しかし，卵白脂質は，卵白の水様化の原因を在す

と言われ.民i係者の間で注目されている。われわれは，今回，卵白から脂質を抽出して，その種類

と構成分を明らか忙し .t ?とした。

方法

. 卵殴凍結乾燥したのち ろ倍量のクロロホルムーメタノール(2 : 1 )で抽出い水洗，減圧

• 

乾燥して，全脂質を得た。ついで. C::JrtBr and Hirschちerg( 1 9 5 8年)の方法陀したがい，全

脂質を中性脂質と極性脂質K分画したっそして，それぞれの面会をクイ酸薄層クロマトグラフィー

に供して，脂質組成と脂肪酸組成を検索した。

薄層クロマトグラフィの展開溶媒として，中性脂質K対しては石油エーテノレーエーテノレー酢酸

(90:10:1)なよびヘキサンーベンゼン(1 : 1 .)を用¥i:..極性脂質陀対してはクロロホノレ

ムーメタノーノレー水 (65:25;4)を用いた勺ヌポ y トの検出は，中性脂質に対しては 50%

硫酸，極性脂質K対しては 50%硫酸. ドラーグンドノレフ試薬，ディットマ一試薬，ごンヒドリン

試薬会よびアンヌロン試薬を.それぞれ噴霧して行在ったo また.中性脂質と極性脂質の脂肪酸は，

脂質をメタノール性 5%塩酸で加水分解し，生じた脂肪酸メチルエヌテノレをガヌクロマトグラフィ

- K供して分析した。

結果

卵白 6K9から待られた全脂質は 67 1 m 9で，卵自に対する割合はO.0 1 1 9らであったつまた，

中性脂賓と極性脂質の割合は.ほほ 7 : 1であった。

中性脂質としては，ワックスと遊離脂肪酸が多く.ステローノレがとれにつぎ，他に少量のヌテロ

ーノレエヌテル. h リグリセライトー...:;グリセライドなよびモノグリセライドが検出された。極性脂

質としては，ヌフィンゴミエリンが多く.セレブロシドがとれ Kつぎ，他l疋少量のホヌフ 7 チジル

エタノーノレアミン(クフ 7 リン)と mヌフ 7 チジルコリン(レシチン)i，"よびリゾフ 7 チジルコリ

ン(リゾレγ チン)が検出された。

卵白の脂肪酸組成は，中性脂質陀長いてはノりレミチン酸，オレイン酸， リノ-;レ酸左どが多<. 

権性脂質に長いてはノ〈ルミチン酸が最も多かった。

とれらの成績を卵黄と比較すると，中性脂質では，卵黄K多いトりグリセライドが卵白陀は少左

< .卵黄K微量しか存在し左いワヴクヌや遊離脂肪酸が卵白忙多かった。また極性脂質では，卵黄
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:モ多いホヌフ 7 チジノレコりンとホヌファチジルエタノールアミンが卵自に少左<.卵黄Kほとんど

存在し左いセレブロシトーが卵白Kは見出された。脂肪酸の組成tてついても，卵黄と卵白とでは，か

左りの遠いが見られた。

33 豚肉の指質成分について

目的

(帯広大谷短大)

(帯広畜大)

o池添博彦

藤野安彦

われわれは豚肉の脂質について研究を行左っているが，今回は，豚肉の脂質の組成を明らか陀す

るととも vc.主左脂質Kついて，その構成脂肪酸の分析を行左うととを邑的とした。

方法

試料として豚のヒレ肉を用いた 3 試料を細切し.クロロホノレムーメタノーノレ(2 : 1 )混液中で

ホモジナイズし，同じ混液で脂質を繰b返し抽出するっとれをロ過して得たロ液を小ビーカ-vc集

め.蒸溜水を満した大ビーカー中に入れて，一夜放置し，仔離したメタノーノレと水のj吾を除く.ク

ロロホJレム層をエパポレーターで濃縮して，全脂質を得たo全脂質の一部をマリンクロット製100 

メッシュクイ酸をつめたガラスカラム(2. 2 x 2 4. 0 cm )を用いて非葎性脂質と極性脂質K分別す

る。タロロホルム溶出 Kよb非僅性脂質が，またメタノー jレ溶出によ b極性脂質が得られた。

非極性脂質と極性脂質をクイ酸薄j百クロマトグラフィ-vc供して脂質の組成を調べた。非極性脂

質についてはー£元の，また極性脂質Kついては一次元と二次元のクロマトグラフィーを行在った o

非極性脂質と極性脂質の主な脂質成介は.薄層プレートからヌポ‘ソトをかきとり， クロロホルムー

メタノーノレ(2 : 1 )混液で溶出して調製したっ

ついで全脂質，非極性脂質，極性脂質なよび主左脂質h覧会のそれぞれをメタノール性塩酸で刀日水

分解し，分解産物から脂肪酸メチルエステノレを分取して.とれをガヌクロマトグラフィ -(f(供して

脂肪酸を検索した。

結 果

豚ヒレ肉の全脂質量は 4.3%で，非極性脂質と極性脂質の割合は 83.8 : 1 6.2であった。

非極性脂質の組成は， トリグリセリドがほとんどで，他Kわずかの遊離ヌテロールと遊離脂肪酸

が存在した。

極性脂質の組成はホスフ 7 チジルコリン(レシチン)が一番多く，ついでホヌフ?チジ Jレエタノ

ールアミン(ケフ 7 リン).リソ.ホスフ 7 チジJレコリン，ヌフィンゴミエリン， リゾホヌフ 7 チジ
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Jレエタノー Jレアミンなどが認められた。

脂肪酸の組成は，非極性脂質は全脂質のそれに似てな JJ• オレイン酸 (C18:1) が最も多く，

ついでパルミチン酸 (C 16 : 0 ). リノー λ酸 (C1S:2)'パノレミトレイン酸 (C 1 6 : 1 ).ス

安・7 リン酸 (C主8:0λ のj慌であったo との;頃向は，非極性脂質の主左成舟であるトリグリセリ

ドでも同様であった。

極性脂質では，一番名いのがりノー Jレ酸，ついでオレイン酸.パ Jレミチン酸.ステアリン酸.パ

ノレミトレイン酸のJI闘であった o梅性脂質の主左成介であるホヌフマチジノレコリンとホヌフ 7 チジノレ

エタノー Jレアミンもほぼ同様であったが.その他の高級脂肪酸も認められ.とく (f[ホヌフ 7 チジノレ

エタノールアミンではその傾向が強かった。

34 牛肉の風味についての一知見

目 的

(新得畜試)

(道開発局)

渡辺 寛，永田俊郎

湯川邦=

牧草利用を主体とした若令肥育が行左われているが，とのよう忙して生産された牛肉陀ついて消

費者のし好の程度を知る目的で試験を実施したo 左bパネルの官能検査能力，牛肉の風味と精肉の

外観との関係Kついても， 2 J 3の知見を得たのであわせて報告する。

方法

実験に使った牛肉は，日本短角種，無角ヘレフォード種×椅毛辛口種，無角ヘレフォード種×ホノレ

ヌタイン種，ホルヌタイン種の A品種で， 2夏放牧育成後 57日間肥育したものであるつ評価はし

• 2，30)簡単左採点法Kょったoパネルは一般消費者パネルザ11;" tUJyt， * *0) 3フロックで

1 6 3.s (f(依頼したo結果の解析は毘点，仔散分析，分散成分の推定を行左い検討した。また到面

した各項目Kついて，ヰ自粛行列，重相関，偏相関を計算し，ヌテーキのうまさ，香味の宮能検査の

結果と精肉の外観との関連Kついて考慮したo

結実

1) 攻草利用主体の若令肥育lてよって生産された牛肉の食味は，パネノレのし好:vてそうものであっ

たっ

2) 評点 Kついて仔散仔析の結果，精肉の外観，ヌテーキの風味と品種の一部の問忙有意左差が

認められた 0

3) パネルの評価のパラツキは非常K大きし全分散成分の 96%-98%をしめるととがわか
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ちたっ

。評点Uてついて，相関分析を行左ったが精肉の外観とヌテーキの官能検査結果との単純相閣は

r = 0.1. ~O..5 で低(，偏相関も同じよう K低かった勺また重相関係数は 0.4 3 .;;_ 0.7 9であ

った。

5) 牛肉の風味テヌトを実施するKあたってはf 肉眼的左評価K加えて，言博まによる測定値左ど

で肉の味を支配する因子をみい出す必要性があるかも知れ左h ととが考えられた。

35 北海道における最近の生乳成分について

(北酪検)0笹野 貢 ， 大 沢 貞 次 郎 ， 岡 田 池 徳

目的

加工原料乳不足払法の施行以来，生乳の取引検査は合乳を対象として実施されているので，成介

の実態を掌握するとともtz.生乳成仔の評価K台ける無脂固形分を含めた新しい格付方法の検討K

資するため，継続的K道内の合乳成分調査を行左っているものであるつ

試験方法

(1) 対象地域金よび期間

1 4工場地域を選定し，一 49の合乳試料を対象として，昭和 46年 4月から 47年 3月の 1

年間KわたD調査を実施したっなな昭和 44年 4月か t?4 '6年 5月にわたる調査結果も合せて

報告する。

(2) 対 象試料

工場またはクーラーヌティションになける合乳試料を対象として，毎月 1日，原則として15

• 

自に採取した。採取方法は，工場直搬個乳の合乳試料は秤量ノミットよ.lJ.クーラーヌティショ 司，

ンを経由して工場K到着した合乳試料はタンクローりーまたは秤量パットよ bそれぞれ試料を

採取した。

(3) 仔析試験法

脂 肪 ミルコテスターによる。

全固形分

成績

TMS測定装置Kよる勺

各地域の年間平均成分忙ないて，全固形介12.0 0 O/~以上のところ性 7 地域であ.lJ，脂肪，無脂

固形分，全国形介のj闘で示すと，対習は，-3. 6 3 %， 8. 4 7 %， 1 2. 1 0 %，函館は， 3.5 9 %， 

8. 4' 9 %. 1 2. 0 . 8 % ，静内は. 3. 7 1 %，，' 8. 3 6 %， ， 1 2~ 0 ' 7 % ，札幌A)は， 3. 6 0 %， 8.45 %， 
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1 2.0 5 %，屯別は， 3. 6 0 %， 8. 4 5 %， 1 2. 0 5 ~ら，札幌B) は，五 6 1 %， 8. 4 .3 %， 1 2.0 4 

%.音更は， 3.5 9 %， 8.4 1 %， 1 2.0 0 %で，とれらは他の地域K比較して高成介であった勺

月別平今成分は過去の調査成績と同様の変動傾向を示してま;>k>， 全国形分 12.0 0 %以上の月は，

1 1月から 5月までの 5カ月間で，中でも 12月は 3.7 3 %， 8. 4 8 %， 1 2. 2 1 %， 1月tl.

3. 7 7 %， 8. 4 6 %， 1 2.2 3 %と高成仔であるが，とれに対して 5月tl3. 4 8 %， 8.2 4 %， 

11.72'五と低い成介を示した。

年間平均成分は 3.5 7 % ， 8. 4 0 %， 1 1. 9 7 %であるが， 4 5年度の調査成績では， 3.55%， 

8. 4 1 %， 1 1. 9 6 %， 4 4年度の調査成績では， 3. 5 7 %. 8. 4 0 %， 1 1. 9 7 %と 3カ年の各

平均成分Idほほ近似した成績を示したっ

. 全地区の総試料 57 0例の各成仲間怖を相雄教で示すと次批判である勺

• 

脂肪 3.3%以下 2.8%， 3.4%一 12. 7 %. 3. 5 % -2 2. 1 %， 3. 6 % - 2 3. 5 %. 3. 7 

% - 2 3. 5 %， 3.8 % -1 1. 6 %， 3. 9 % -3. 3 %， 4. 0 %以上 0.5%

無脂固形分 8.1 %以下2.4%， 8.2%一虫 8%， 8. 3 % -1 7..0 %， 8. 4 % -3 1. 6 %， 

8.5 % -2 5. 1 %， 8. 6 % -1 1. 8 %， 8. 7 %以上 2.3% 

全固形仔 11.60%以下1.6%，11.80%以下 18. 1 %， 1 2. 0 0 %以下 34.7 %， 12.20 

%以下 2スo%， 1 2..1 0 %以下 16. 7 %， 1 2. .1 1 %以上1.9 % 

36 バルククーラー乳の乳質実態調査

(北酪検) 渡辺康夫， 0矢部輝夫，須貝英彦

小西陸夫，岡田迫徳

パノレククーラーは労働力の省力化と乳質保全のため，増設されつつある中で，月別の乳質の動向

細菌数と乳温，時間との関係長よび， パノレククーラ一所有酪農家の環境衛生左どの調査をしたりで

中間報告する0

1 月別乳質の動向の調査方法は， e縫家個々のノζJレククーラー内の生乳を約5分間按排し，滅

菌サンプラ一試料を減菌試験管K採取し供試した。

乳温は平均約 6"Cで，季節的K大き左変動は左<，酸度は O.1 3 5 %...._ o. 1 6 0 %ものが，

7 7. 8 %であったっ

細菌数は菌検法で.10 0万以下が 82.2%であ 9，細胞教は直検法で 51万以上が42.0% 

あ9，酸度からも，異常乳の混入が考えられる。また，集乳間隔が長〈在るK従って，細菌数

は増加の傾向Vてある。
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2. 細菌数と乳温，時間との関係は，投入乳量，回数忙よる温度の動向と細菌数の動向を調査し

た。

時間と乳温は投入時は高(， 1時間後は冷却セット温度忙在ってさ".!J ，細菌数と時間Kつい

ては時間の経過に従い増加の傾向にあったが，温度による細菌数の影響は少左(，バルククー

ラーの衛生伏態(洗浄殺菌等)が影響を与えるものと考えられる。

3. パ Jレククーラ一所有酪農家の環境衛生状態は， ミルカーのライナー内，ミルククロー.ミ Jレ

クチュープ，パノレククーラー内が最も汚染源と在っていると考え，今後器具の洗浄等の指導が

必要と思われるつ

37 乾乳時乳房内薬剤注入による牛乳房炎予防並びに治療試験

2. 3年間継続実施中の 1牛群における乳質改善並びに乳翠増加について

(帯広畜大)
ー- -ー，
ニ宅 勝

1 969年 12月以来，本学附属第 1農場の搾乳牛(常時 40 .._ 5口頭)子対しては乳房炎予防

並びに治療の目的で，乾手しのための最終搾乳後薬剤を乳房内忙注入しているFウ

本試験は当初供試薬も少在く，且つ長期間薬剤を乳房内に注入放置する点K心配があったため，

試験牛は乾乳牛のどく一部とし，且つ薬剤注入は潜在性乳房炎J躍患分房のみとしたが， 1 9 7 0年

1 0月以降は英国で市版されている乾乳期用注入薬が.また最近は乾乳期用として試作された半合

成ペコシリン製剤が入手出来たので，全乾乳牛のすべての仔房に注入する本格的左試験を実施中で

ある。

試!践に使用した注入薬は， 1. わが国で市販されている乳房炎治療薬(1 9 7 0年 5.._7月実施)

2. 乾乳期用クロキサシリン製剤(1 9 6 9年 11月.._1 9 7 1年 5月実施) 3. 半合成ペエシ

リン製剤(1 9 7 .1年 8月~現在笑施中)である。

結果

1. 乾乳期用クロキサシリン製剤では治療効果 80%，予防効果 100%で，無処置の対照分

房では自然治ゆ40%.乾乳期中の感染 40%であった吋

2. 本格的左試験を実施するように左ってから本牛群の臨床型乳房炎の発生， C M T陽性分房の

比率噸著に低下している oまた最近紗ク月間の合乳 1mf中の細胞教は骨よそ20万であ b・

無処理の某牛群(搾乳牛3口頭)の合乳中細胞数 70-100万/m.fとはか左 bの相違があ

ペた勺
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3. 薬斉iJ注入前後の産次Kなける乳;号増加 ('30 5日)は』 クロキサシリン注入 13頭で

+ 5 9 2.1 K9. 市販の乳房炎治療薬注入7頭で十 55Z5~タで，無処置の 5 頭の- 4 0 9 2.4 KfJ 

とはか左 bの差があったっ

38 牛の発情期における行動様式と授精時期ー

(酪農大) O高 橋 茂，平尾和義

. 現在，牛の飼養形態は漸次集約多頭化され，旭化される傾向陀あるがぺ慨を牛の飼養管理

ltL j;，'"いて，その生産を上げ数の増強を図る基本的事項としで，飼育牛の発情を如何忙して確実に探

知し，その授精時期を把えるかは管理者にとっで，基本的左繁殖管理上の技術であることは言うま

でもをいっ牛の発情期陀長ける外部行動陀は，略々ーをの様式が認められるが未だ不明在点が多〈・

とれを詳細陀分類明確陀したものは少左い。

• 

演者ら!ま発情期になける牛の行動様式を類思iJイヒし，その行動型から発情牛の発見宏らび忙授精時期

を把握しようと試み・舎飼牛では学園農場，放牧牛では江別市最よび広尾，音更町公共育成牧場の

育成牛を対象とし，発情期になける乗駕，採食，休息，遊歩，運歩数の行動様式をそれぞれ 1時間，

1 2時間.24時間陀亘 b観察した oまた同時十C発情期Uてがける内部生殖器管辛子よび子宮頚管粘液

性状の経時的変化をとらえるための諸検査を 12 時間毎~ltL実施し，発情期の経過時間に伴左う外部

行動様式の変動と内部生殖器管の諸検査所見を比較検討した。

その結果，発情牛の外部行動様式は，運歩数では非発情時よりも発情時陀約 10 0 0歩以上(4 

時間値 h 被乗駕回数は乗駕回数よ bも約1.7"'-4倍多<.発情期の遊歩行動は観察時間の約55%

を占め. '/.)ずれも顕著左変化が見られた。さらに乗駕長よび被乗駕行動の推移は，被乗駕回数では

発情前期から中後期にかけて明らかK多しとくに前期から中期花会いて増加した吋 (pく 0.05)。

また乗駕司教Kは有意差は認められ左かったが，時間の経過とともに少左〈左る傾向を示したっー

'方i 生殖翠管の諸検査成績では，発情牛の外部行動様式は卵巣機能の強弱を適確に反映して会.!?

乗駕(被乗駕)行動の経時的変化と卵巣機能の推移は密接左関連が認められ，乗駕行動が被乗駕行

動K移行する時期から排卵までは約22時間，被乗駕行動終了時から排卵までは約 12.4時間を要

した。発情牛の外部行動様式から授精時期を知る 1つの目安としては，発|育:tWのうち被乗駕行動が

最も頻繁忙繰返される時期から被乗駕行動が発現し在〈在る時期が最も理想的左授精時期として上

げられたっ
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39 ホルスタイシ種牛被毛中無機物含量について

2 季節，年令，妊娠による被毛中無機物含量の相違

(北農試畜産部) .0四十万谷吉郎，岡本 p昌三，今泉英太郎

被毛P無機物含場長L牛への無機物の供給量によ?て変化ナることが知られでいる。さら~，無機

物含量はその他の種々の要因によって変化すると忠われるつ前年の毛色立与よひ'被毛採取部位別無機

物含量の報告に引続き・今回ば季節，年令，妊娠による被毛中無機助含警の相違Kついて報告する。

方法.

季節ーと年令陀よる相違を調べるため同レリイ棚、乳牛と育成牛各1-5頭より月と 9月vc • 
被毛を採取したo また・妊嬢Kよ之相違を調べるために，ホJレヌタイン種初妊牛 11頭より種付時，

女任娠5ヶ月，妊娠 7デ月 VL. それぞれ被毛を採取した守被毛は，訟の訟の黒毛と白毛を肩から尻の

間で採取したつとれらの被毛中の ()a，Mg， Na. K， Zn，.]'9， Mnの定着方法は前年度本

支部会で報告 ιたと金 bであるo P.はFisk-SubbarOiV法Kよーって・ Cuは原子吸光Kよってを号

した。

結果

季節Kよる相違:F-9とMn含量は年金，毛色を問わず5月K低く. 9月K高かったo育成牛の

黒毛の灰分 t N a ，. .K • .P ': (] u含量は?月よ l?3月に高かったo育成牛の白毛の Naと瓦含量は

黒毛と同様の傾苛を示したが， M gとZn含量は 5月よ 99月陀高かったっ成牛の灰分・(.]a.Mg 

含量は黒白両被毛とも 3月よ l?9月K高く， PとZn含量は逆K黒白両被毛とも?月よ 93月K高

かったo成牛の黒毛の Cu，成牛の白毛の NaとK含量は 3月よ l?9月K高かった。前記以外の被

毛中の無機物含量は季節間に有意左差を認め左かったっ

年令による相違:3月の黒毛の灰分， (.] a， M g ， ，N a. U u ，白毛の灰分・ Na，. K; Z nは，

‘それぞれ成牛よタ育成牛K多く含まれていた 0".9月の黒毛の灰介， (.] a， K ， (.] U.1 白毛の灰分，

(.] a.， M g， N.aは逆K育成牛より成牛に多〈含まれていたo9月の黒毛の Znと白毛の PとZn

は成牛よ b育成牛K多〈含まれていたo F eとMnは季節，毛色を問わず年令聞に有意左差を認め

左かった。

般旅よる相違:各無機物含置とも筋欄間陀よって有意左差を認めず，被毛中無機物含量は妊

娠の影響を受け左いものと思われる。

毛色による差異;昨年度本支部会Kないて迎乳牛を用いて毛色Kよる含量の相違を報告したo今

回は育成牛Kついて，毛色陀よる相違を調べたので報告するつ育成牛の灰仔， Ca， Mg. Na. 

K，. Mn含号は昨年度と l司様忙白毛よ b黒毛K高かったっ今回の成牛と日併戸監の Zn含量は毛色陀
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よって差を認め左かったがi育成牛では黒毛よ b白毛K高かった。 P含量は年令，季節を問わず白

毛ょ b黒毛陀高かった勺 uu含量は育成牛の 5月で白毛よ b黒毛K高かったが.育成牛の?月，成

牛の3月と?月の被毛では逆K黒毛よタ白毛に高かったっ

40 ストール・パーンにおけるカヴマットの 敷料効果について

(新得畜試)0曾根章ラモ，塚本 連，峰崎康祐

目的

. フ 1)ーストール・パーンでは，マけに対する牛の選択性約九鋸屑陀〈らべ，極めて劣ると

• 

とを前報で指摘した。本報ではマットを敷いたヌトーノレ・バーンK搾乳牛を繋留した場合の影響陀

ついて検討した。

方法

マ y トを敷いたヌ‘トーノレとワラを敷いたストー Jレ陀，介娩後 3......5 か月の乳牛 8 頭を 4頭づ~ 2 

群lて分けて繋留し， 2.月24日から 4月26日まで?期 5週間の 5期反転法で乳量，体重，休息回

数なよびl時間，牛体汚染左どを調査した。飼料は粗飼料として乾草，牧草サイレージ，ビートパノレ

プを体重比で全牛同率附合与し， NRC標準 10 0 %陀対する不足養分量を配合飼料で補給した。

休息回数台よび時聞は隔測温度計による牛床温度曲線から解読した。牛体汚染は大腿部，下腹部，

乳房について，全面汚染を 100， u汚染を 50，ya汚染を 30，汚染左しを 0として指数化した。

結 果

。1日1頭当 bの乳量は，第 1週がワラ 25.8 K9，マヴト 25. 7 K9，第2週はいづれも 2 5.8 

IW，第5週が 25. 4 K9， 2 5. 1 K9で，泌乳に対すあマットの影響は認められ左い。

2) 3週間の 1頭当 D増体量は，マットの場合がス 4K9でワラの場合よ T1. 0 f¥cz少在いが有意差

では左い。

3) マy トVL:jo""ける牛の伏臥時間は，第・ 1週 443分，第2週 44 6分，第5週39 9分で，ヮ

ラに対する比率は95 %， 9 0 % (来)， 74%(来来)である。伏臥回数は第 1週がワラ

7. 7回，マー')" 8.5回， .第 2週が 7.8回，ス?回，第3週が5.9回， 7. 3回で，それぞれ処理

問陀有意差は認められ左いが，マットでは週が進むにつれて減少したっ伏臥 1回当 bの伏臥持

続時聞は，ワラの場合陀は週が進むにつれて増加したのに対し，マットの場合はほぼ平行に推

移した。

4) .牛体汚染指数は，マ引 iトでては大腿部53;下腹部 26，乳房22で， ワラとの差は'57，22， 

1 7でいづれも有意差であるつとくに繋留中陀後肢を糞尿溝に落す牛の汚染がいち Yるしく，処
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理内でも乳房以外の汚染指数は，後肢を落さ左い牛よ b有意K高い。

5) マットの場合K臨床型J乳房炎が 1頭発病した以外，敷料処理に原因すると思われる疾病，事

故の発生は認められ左かった。

6) マ γ トはワラよ b牛の伏臥による帯熱及び起立後の放熱がとも K早<，ゴムマットはスポン・

ジマットょ Dその傾向が強い。

41 ウズラ血液の単球と赤血球の微細構造について

(帯広畜大) 0山田純三，山下忠幸，三須幹男

演者らはウズラ血球の徴細構造を追求し，頼粒白血球について日本解剖学会第 17回東北・北海

道連合地方会陀沿いて，リンパ球と栓球十てついて第 73回日本獣医学会忙ないて発表したo今回は

単球と赤血球について報告する。

材料としてごホンウズラ(00七urnixcotu.rD:ix japonica )の成熟雄 9羽を用いた。後頭部切断

陀よって得た血液 3VC対して凝固防止剤(ED T.Aー 2.Kと町一 3Kの1.5 %水溶液の等量混合液)

を 1の割合陀加え， 2段階遠沈Kよって1:Uffyco抗を作.!?， 1 % 08 04 の単固定， 2.5% 

gJutaraユd6J:vde と1% Os 04の混合固定かよびそれらによる二重固定を行い，法のどと〈脱水

し，Epm 8 1 2 VC包埋し，超薄切片作成後， U rとPbの二重染色を施し，電顕的K観察を行い，

次の結果を得た。

単核はリンパ球，栓球と同様K単核細胞であるが，その大きさは両者よタ大きく，直径約 6-7 

μであ.!?，その細胞表面Kは偽足様小突起，まれに葉足様突起bよひ!少数のpy'nocyto七icvesicles 

が観察された。核は一般に細胞の 1側K扇在して認められ，比較的明調であっ九小胞体は粗面の

ものが血液細胞のどれよ bも多〈認められたが，滑面小胞体は小胞状のものが少数認められるKす

ぎなかったo free ribo80meは胞体中K広く，多数みられ， poユy80meも散在性陀認められた。糸

粒体は比較的多数認められた。 Goユgicor甲ユexは扇在核に相対して，良〈発達したものが認められ，

その近くに中心体がしばしば観察されたっ

アズ -:-Jレ頼粒は限界膜Kつヲまれた denseな微細頼粒状物質よ b左.!?，その天きさはGolgives-

icle大(約 55mμ)から約 350mμの直径のものまで様々であったが，多くのものは 10 0 

--200mμであったっその形態は類円形のものが大部介であったが，馬蹄形，梓形，亜鈴形と多

形であった。アズーノレ頼粒は∞19icQnplexから形成されるよう在像が観察された。 mL句。七u1:Ules

は主に中心体周囲K認められ， mic:rofi工ユ丘四n加も少数例K核周囲K存在していたo さらに vacuole 

liP:id drople七も少数認められた。また，幼若左単球と考えられる，明調核，発達した GOlgicom一
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pl四比較的多い poユyson:8，非常に少数のアズール頼粒なよび担廿制七och凶 rialgranuユ88を

持つ糸粒体を有する細胞が少数左がら認められたっ

赤血球は長径が 9-1 0μ の紡錘形から楕円形の有核細胞で，その核は濃縮気味でKあるがまだ

タロマチン像が認められる楕円形から円形を示した。また核膜孔から核質の流出像がしばしば観察

された。細胞質中K小胞体，糸粒体を留めている例も多〈認められたっ

42 乳牛の量的形質に対する統計的分析

V 1971年全北海道ホルスタイン共進会の入賞傾向

(帯広畜大) o光本孝次，三好俊三

著者らはホノレヌタイン共進会になける入賞傾向や測定値の変動について報告してきた。その左か

で地域差や上位入賞牛K改良のイメージを求める場合の限界についても言及した。今回は一つには

審査員と審査法，二つKは 18カ月齢よ b後躯の測定値が得られたことを介析の出発点としている。

材料名、よび方法

資料は北栴道ホル~タイン農業協同組合よ D提供されたものである o 6 0カ月齢までを回帰仔析

し，審査区分毎に等級別K偏相関分析を行在った。

結果かよび考察

体高では上位入賞牛と下位入賞牛ではか左 bの差が存在するO 体長と胸囲にも同僚の傾向が認め

られたっ腰角幅でも上位入賞牛は大き左傾向を示した。尻長では明確在関連性は在いようである。

体高と等級の偏相関係数は統計的K有意であった。体高比では大部舟が負の相関関係を示した。総

. 合的vcl.ct，~H峨K加え山審査圧は体高附いて強<，胸即時とり， i?z vr:腰角幅に

も存在するようである。尻長Kはその傾向が認められ左かった。

43 乳牛の量的形質に対する統計的分析

羽 ホルスタイン種雄牛の成長曲線の推定について

( 帯 広 畜 大 ) 光 本 孝次， 0三好俊三，若林敏継

ホルヌタイン共進会陀辛子ける!雌牛の測定値に長いて昭和 20年代と同 30年代，同 40年代の比

較では体高のように大きい方向K変化したものや腰角幅のように僅かに低下傾向を示したものが観
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察された。大型化傾向の条件のもとで導入育種の効果か，栄養環境の向上かあるいは審査圧の蓄積

か左どに関する情報を得られればと考えた。また，現在北海道の種雄牛の成長K適合する成長曲線

が必要でもある時期と在っている。推定曲線の計算法にも電子計算機の一般化は種々の多項式モデ

ノレを試行するととを可能KしているつBroeyのモデノレを適用するととKよる組織的過失あるいは過

少矧面も検討する必要がある。 t

材料金よび方法

体各部位と体重の 12部位の成長曲線を作製するために，農林省新冠種畜牧場と十勝中央家畜人

工授精所に整理保管されていた資料を使用した。昭和 20年代，同 30年代，同 40年代K分類し，

1 0の多項式モデルを適合し，その中で推定標準誤差が小さし組織的誤差の小在るもの一つを推

定回帰曲線と凶体重，体高，十宇部高，そして坐骨高附5次の多項式を，体長，胸深，胸幅'.

尻長，腰角帽，H寛幅，胸囲と管囲には 2次の多項式を適用したっ

結果台工び考察

昭和20年代の 12部位の成長曲線はいずれも中村 (1960)の推定値と一致している傾向を

示したoH導入育種の効果"の表面化する以前の雄牛の成長曲線である。昭和 20年代から同 30 

年代までに大き左差の存在が推定される部位は体重，俸高，十字部高，坐骨高，尻長そして腰角幅

である。左かでも坐骨高と体高の差は大きく推定されている。高さ K関係する部位では 10から12

カ月齢よ b-20年代と 30年代の成長曲線が明確に分かれ，成長速度の異在るパターンを示すよう

である。これは輸入牛の遺伝的資質の差によると考えられるつ種畜牧場では，胸囲，胸深，胸幅等

の測定値K差が観察され左い。十勝中央家畜人工授精所の各部位は体長と管聞を除きどの部位でも

相対的に大き左成長曲線が推定された。腰角幅は昭和 20年代から同 30年代にはか左 b大き〈左

っているので，雌牛の共進会K観察される腰角幅の低下は入賞傾向Kも存在したよう左審査圧の長

年の蓄積の結果と推定されたo

44 乳牛の量的形質に対する統計的分析

W ホルスタイン輸入雌牛の体型および乳房のイメージについて

(帯広畜大)光本孝次， 0五す嵐 if，松村信雄

私共はホノレヌタインの体型上のブリーデング・イメージめ観点からい〈つかの報告をし，また，

多変量解析の立場から体型と乳房の関連性を報告(日畜学会第 60回大会 1 972 )したo今回は

測定例を追加し，また，いくつかの変教を追加して r_改良の基礎畜と導入されている雌牛の体型と

乳房の調査Kついて報告する。
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材料がよび方法

ホJレヌタイン陀ついて，一般レベノレjプリーダー，そして輸入雌牛の 5群について，乾乳期と最

高波、乳期に25形質を調査した吋体型的陀は体長，十字部高，腰角幅.~寛幅，尻長p 坐骨幅，体重，

そして乳穿形質ρ15部位と産次，分娩日よ bの日数，乳量であるつ

結果b よび考察

プリーダー，輸入乳牛群ともに一般牛群よ b大型であるが， ブリダー牛群ょ bは輸入牛群はやや

後躯の腰角幅，fl寛幅，尻長が¥大きいよう;である。したがって，体重も約 50 除の差が存在する。乳

房諸形質では，、輸入牛の乳房は相対的陀大き左ものであるが，泌乳にとも左う膨張係数を用いると

縦の変化"O!.小さ<，横の変化が大きいゥ特に乳房の付着中央部の変化は大であったっ乳房後部上端

の付着位置から外陰下端までの長さも小である傾向を示した。乳房下面から地面までの長きでは建

次の効果もあるようであるが，輸入牛が凶〈らか小であった。しかし，前τ面と後下面からの地面

までの長さの差は輸入牛陀長いて小であ þ ，一般牛，プリーダー牛群~VLj;-.いて大であ司た。一日乳

量の平均値も輸入牛群が大であった。

45 乳牛の交配組織について

十勝ホルスタインの近親交問の可能性

(帯広畜大) 光 J本 孝 次， 0山 口 憲 f乍，三 好 俊

精液銀行酌あるいは繁殖技術的観点から'!凍結精液の技術を充分に活用している我国の家畜人工

授精組織は多頭飼養ーと機械化の経営経済的正力に対応するため陀求められる乳牛の改良要*!tL答え

うる情報をもっているのであろうかっ第1陀雌牛の能力の把握であ t，第2VC雄牛の後代検定であ

る。第3VLは近親交配に対する配慮であるつ j特定の血統に関連する種雄牛の輸入が続行されている

現伏陀沿いて種雄牛に起因する近親交配の可能性は凍結精液時代K増加するばか bであろう。

材料金よび方法

十勝中央家畜人工授精所で昭和27年よ b同46年まで人工関青K供用された種雄牛 46頭の血

統図を約5世代まで調査したっ 5世代目の雌は計算から除外した。すべての種雄牛聞の組合せによ

って生ずる近交係数を計算した。結局 804戸の組合せを検討したゥとの種雄牛の組合せによって

生ずる近交係数をミニマムの近交係数とした(略称， ミzの近交係数)。

結果辛子よび考察

ミエの近交イ系教をもたらさ左い組合せは 8.04コのうち 27， 6ーであフた。計算時陀供用中の24

頭の組合せの中， 2 7 6コの組合せのうち 5引コの組合せがミニの近交係数をもた左かった。12.5 
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%以上の係数のものが 4組存在した。 6%以上の係数は?組あ t，5%以上は 1組であったっ 4

%以上では 2組あった03%以上は 12組存在した。 2%以上のものは 34組存在したっ本牛白体

が近交係数をもつものは2'4-頭中 18頭であり， -6%以上が2頭， 5 %以上が 1頭， 3%以上が 1

頭， 2%以上が 1頭であった。特定の種雄牛が共通祖先と左る交配が多く左 bつつあるつ

4'6 ホルスタインにおける赤色系劣性遺伝子の拡散について

(帯広畜大)光本孝次， 0村田伸宍，三好俊三

ホJレヌタイン種の赤白斑は登録されず，また系種登録陀お‘いても余分左世代を必要とするととか

ら，雌牛の乳牛と Lての価格自体も低い。とれは酪農経管K大き左不矛l自主をもたらす劣性遺伝子と

考えられる。凍結精液時代に沿いで赤色系劣性遺伝子をヘテロ陀保有するか在 bの数の種雄牛が供

用されているととも事実である。現在まで一度もこの遺伝子の拡散について調査が行われてい左い。

材料がよび方法

十勝管内で昭和 38年から昭和 45年までK供用された種雄牛のうち赤色系劣性遺伝子をヘテロ

K保有する種雄牛 10頭を選び，雌牛は初産を 2.5年とし，会娩間隔を 12'から 1-4カ月と'して2

建次は 3産， 4 f歪，そして 5産までとして，それぞれについて赤色系遺伝子の頻度を推定したっ

結果なよび考察

昭和 45年度現在で雌VC3産を仮定すれば 17 068頭(遺伝子頻度 0.077)，4産では

I 7 8 7 9頭(遺伝子頻度 0.08 1 )"， 5産では 18.2 6 b頭(遺伝子頻度 0.-082)の赤色系劣

性遺伝子をもっi惟牛の存在が推定された。との集団で種雄牛の赤色系遺伝子に対する後代検定を行

う場合Kは 1%危険率で 34頭" 5%の危険率で:22頭の子牛を生産する必要がある(Ras chの

方法，無作為交配の条件)ウヘテロ同志の交配かち赤白斑牛の生まれる確率を推定すると 0.0055

から 0.0:0'59と左 t，一年間K約3-60頭の子牛が生産されているとと陀走る。遺伝子頻度の拡散

を年度に対する回帰曲線で推定すると 5つの仮定K持通して， log y= -Z 4 7"3 2 + 1. 5 8' 5 2 

x -，. O. 2 2 6 0 -x 2 + o. 0 -1 -3 2 x 3 vc代表されるよう左自帰式が推定されたっ近年でほι牛毎疋

0.02 8から 0.02・?の遺伝子頻度の増加が期待される0とれは無作為交配を仮定じたものである

から，もし赤白斑牛をf乍出じ左い交配が計画されれば，淘汰率が低下して，推定した遺伝子頻度よ

b以上と走る可能性を含むとと陀在るo現実陀は，との遺伝子についてヘテロの種雄牛ーの授精頻度

が高率であるととにもよる勺また雌牛が~，テロであるととが明らかであれば，種雄牛の交配は限定

される勺したがって，赤白斑牛の産出は推定値よ b低下するであろうヲしかし，赤色系遺伝子頻度

ω は O.1 0を超えて拡散する傾向にあるので現伏の登録制度が続〈のであれば交配計画を充分考慮す
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る必要がある。

47 卵穀色と産卵形質との関係について

卵穀色の指標と測定方法について

(滝川畜試) 0田村千秋，田中正俊，高橋 武

目的

ロードをどを利用した交雑種は，産卵性左どで優れた能力を示すが，その生産物とし支の卵の卵

穀色は，うすい褐色を帯び，個体によってか左 bの変異が認められるつしかし，卵穀色の斉一性を

対照とする選抜は，種々の「産卵形質との遺伝的左相関々係を考慮せず陀は進められ在いが，今回，

それらの宣伝的在関係を究明する前段として，卵穀色の指標かよび測定方法についての調査を行っ

たので報きする。

材料および方法:

供試卵を採取した鶏群は，ロードアイランドレッド種滝川Ip系(R 1 ) ，白色レグホーン種滝川

区系(W L )，なよびそれらの一代雑種 (WLX'RI)で，供試卵はbよそ 19 0， 3 0 0 ， 450 

各日令時た採取した。

卵穀色は，測色色差計を用い，全卵なよび割卵卵穀の鈍端，赤道部，尖端の各部位忙ついて， L 

値(明度，白;1 0 0ー黒;-100)， a値(赤味，赤;1 0 0一緑 ;-100)1 b1i直(黄味，

黄;1 0 0一青 ;-100)，彩度(無採色， 0 )を測定した。

結果

(1) 1 9 0日令K金いてRIの全卵鈍端の L{i直， a値， b値，彩度の平均値は，それぞれ62.5， 

16.5， 21.6，27. 2で， L値， a値，彩度問の相関は，いずれも高い傾向Uてあったっ

(2) 全卵と割卵忙なける鈍端の卵穀色の相関は， L値， a 値， b {I直で，それぞれ+0.994， 

+且85 6，ート 0.804といずれも高<，卵穀色の測定には，全卵，割卵いずれを用いても良

いと考えられたっ

(3) 鈍端，赤道部，尖端各部位間の卵穀色の相関は， L値でいずれも高<， a値， b値では，鈍

端，尖端間が低い値と左った。したがって，一部位によって棺標を得る場合は，赤道部の測定

が最も有効と推測された。

(4) I司ー鶏の卵の間のリピータピりティは， L値， a{1直， b値で，それぞれ O.8 9 7， O. 9 0 0 ， 

0.654といずれも高い値であった勺したがって，数日間K採取された卵の平均値が，個体の

卵殻色の伊標として有効と思われるo
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(5) 鶏の日令が進むKつれて，卵穀色は変化し，その度合は I a値が大きく， b値が小さい，傾向

Kあった。
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